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周

八

ム
ホ
主
目
は
本
誌
前
号
で
述
、
へ
た
よ
う
化
、
一
九
五
八
年
九
月
に
開
催
さ

れ
た
学
術
会
議
の
参
加
者
の
二
八
名
の
論
文
集
(
報
告
と
発
一
言
)
で
あ

る
が
、
前
稿
で
は
会
議
の
主
要
報
告
者
で
あ
る
パ
シ
コ
フ
お
よ
び
ソ
コ

ロ
フ
両
教
授
の
所
論
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
乙
で
以
下
、
本

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

書
の
目
次
を
掲
げ
、
こ
の
目
次
の
順
序
に
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
言
に

ふ
れ
、
最
後
に
本
会
議
の
総
括
と
み
ら
れ
る
ツ
プ
ゴ

1
ロ
フ
教
授
の
序
言

の
要
約
を
行
な
っ
て
、
本
紹
介
を
お
え
る
と
と
と
す
る
。

目

次

序一言・:---------------------------------------------------------------・・・・・・・・・・三頁
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、
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連
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学
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デ
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会
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社
会
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け
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差
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い
て
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会
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報
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二

O
頁

M
・
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ソ
コ
ロ

7
1
1教
授
、
経
済
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博
士
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社
会
主
義
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代
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得
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四
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Q

頁
付
価
格
で
は
な
く
小
売
価
格
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農
産
物
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会
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あ
る
・
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貫
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ゴ
ト
キ
ン

1
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教
授
、
経
済
学
修
士
。

差
額
地
代
と
差
額
所
得
と
の
聞
の
差
違
の
正
し
い
理
解
な
く
し
て
は
社
会
主
義

に
お
け
る
地
代
の
本
質
を
理
解
す
司
令
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
:
・
・
:
:
:
七
二
頁

3
・
B
-
ア
ト
ラ
ス

i
|教
授
、
経
済
学
博
士
。

社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
法
則
の
制
限
的
作
用

:::Ei---zi---
八
O
頁

A
・

B
-
ボ
ル
ゴ

7
1
1教
授
。

差
額
地
代

I
と
E
を
区
別
す
る
こ
と
の
拒
否
は
、
社
会
主
義
農
業
の
理
論
と
実

践
に
結
び
つ
い
て
い
る
重
要
な
問
題
の
解
決
へ
の
道
を
と
ざ
す
・
・

i
i
八
六
頁

A
・
C
-
リ
プ
キ
ン
ト

i
l助
教
授
、
経
済
学
修
士
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地
帯
に
よ
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貿
付
価
格
の
差
異
は
何
に
よ
っ
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条
件
づ
け
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れ
る
か
・
:
九
五
頁

E
-
M
・
ブ
戸
リ
ェ
ル
チ
ン
ス
カ
ヤ
l
l
t
助
教
授
、
経
済
学
修
士
。

す
べ
て
の
地
代
は
原
則
と
し
て
国
家
に
属
す
ベ
舎
で
あ
る
、
土
地
は
凪
民
の
一
例

ノ、

九
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ソ
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の
単
一
の
価
値
形
成
過
程
の
否
定
を
意
味
し
な
い
:
i
j
i
-
-
:
;
:
・
一

O
七
頁

M
・
M
-
ア
ニ
y
l
モ
ブ
|
|
『
農
業
経
済
学
』
誌
編
集
長
、
経
済
学
修
士
。

処
女
地
の
ツ
フ
ホ
l
ズ
の
経
営
活
動
分
析
の
経
験
か
ら
の
若
干
の
結
論
:
E
i
-
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-
H
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土
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あ
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範
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経
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独
占
が
社
会
主
義
に

お
け
る
地
代
存
在
の
原
因
で
あ
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あ
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理
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教
授
、
経
済
学
情
士
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社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
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純
所
得
に
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い
て
(
報
告
の
結
垣
間
)
・
-
-

一
一
三
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頁
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・
M
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コ
7
1
1
1
教
授
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
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社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
に
つ
い
て
〈
報
告
の
結
語
)
;
:
i
二
三
九
頁

〈
買
付
価
格
で
は
な
く
、
小
売
価
格
が
農
産
物
の
社
会
的
価
値

の
表
現
で
あ
る

V
-
-
-
-
-
M
・
φ
・
コ
ヴ
ァ
リ
ェ

l
ワ

要
旨
〔
社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
存
在
の
原
因
。
ツ
ブ
ホ
l

ズ
の
差
額
所
得

と
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
差
額
地
代
と
め
差
異
。
差
額
地
代
E
-
E
め
分
間
は
別
々
に
行

な
わ
れ
る
U

パ
シ
コ
フ
教
授
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
だ
社
会
主
義
に
お
け
る
差
積
地
代

の
規
定
は
、
私
の
考
え
で
は
、
若
千
よ
り
正
確
に
定
義
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
社
会
主
義
に
お
け
る
え
額
地
代
は
、
議
劣
等
地
に
お

け
る
社
会
的
・
標
準
的
な
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
生
産
諸
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ

れ
る
農
産
物
の
社
会
的
価
値
と
そ
の
個
別
的
価
値
と
の
差
額
で
あ
る
。
と

の
場
合
日
以
劣
等
地
に
お
け
る
劣
等
な
も
ル
ホ

l
ズ
で
は
な
く
、
最
劣
等
地

の
社
会
的
・
標
昨
年
的
経
営
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

(
註
)

ー》
(
註
〉
こ
の
コ
ヴ
ァ
リ
ェ

1
ワ
の
バ

γ
コ
フ
に
対
す
る
補
足
は
、
バ

γ
コ
ア
の

農
業
経
営
に
お
け
る
土
地
的
条
件
と
経
営
的
条
件
を
混
同
し
て
い
る
よ
う
に

み
ら
れ
る
表
現
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

Q

た
と
え
ば
パ
シ
コ
フ

の
次
の
よ
ろ
な
表
現
は
不
7
4

確
で
あ
る
。
「
農
業
生
産
物
の
価
値
は
中
等
地

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

の
生
産
諸
条
件
に
よ
っ
て
で
は
だ
く
し
て
、
阜
県
劣
等
地
の
生
産
諸
条
件
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
」
(
一
一
一
一
一
頁
コ
こ
の
点
パ

γ
コ
フ
は
こ
の
会
議
で
の
彼

の
結
語
で
、
「
同
志
コ
グ
ア
リ
ア
ー
ワ
は
こ
こ
で
の
私
の
差
額
地
代
の
規
定

を
相
異
な
る
質
の
土
地
で
の
『
科
会
的
、
標
準
的
生
産
諸
条
件
』
と
い
う
指

示
に
よ
り
補
足
し
て
、
よ
り
精
確
に
定
義
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
私
は
喜

ん
で
修
正
を
受
け
容
れ
る
。
曲
耳
度
と
、
市
場
に
関
し
て
の
土
地
の
位
置
以
外

の
他
の
す
べ
て
の
条
件
を
、
わ
れ
わ
れ
は
実
際
に
、
同
一
の
『
社
会
的
・
標

準
的
生
産
諸
条
件
』
と
み
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
(
一
一
四
八
頁
)
と
自
己
批
判
を

行
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
最
劣
等
地
の
規
制
的
役
割
を
認
め
る
立
場
に
反
対
す
る
人
が
い

る
。
彼
ら
が
何
故
反
対
す
る
か
を
実
際
的
観
点
か
ら
考
え
て
み
る
な
ら

ば
、
こ
れ
ら
の
反
対
者
は
常
に
地
帯
別
賞
付
佃
絡
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
だ
が
果
し
て
地
帯
別
買
付
価
格
は
単
一
の
価
値
を
表
わ
す
で
あ

ろ
う
か
。
否
、
そ
れ
は
既
に
差
額
地
代
の
収
用
要
素
そ
含
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
地
帯
別
買
付
価
格
に
よ
っ
て
買
付
け
ら
れ
た
す
べ
吃
の

食
糧
農
産
物
は
統
一
的
小
売
価
格
で
販
売
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
小

売
価
格
こ
そ
が
そ
れ
ち
食
糧
農
産
物
の
統
一
的
価
値
で
あ
り
、
あ
る
い
は

よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
こ
の
統
一
的
価
値
に
基
づ
く
小
売
価
格
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
小
売
価
格
が
最
劣
等
地
の
標
準
的
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
生
産
す
る

食
糧
農
産
物
の
価
値
ピ
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
小
売
価
格
が
中

等
地
帯
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
な
ら
ば
、
最
劣
等
地
帯
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
に

は
小
麦
を
生
産
す
る
意
義
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
コ
ル
ホ

ー
ズ
は
同
で
パ
ン
を
買
う
方
を
選
び
、
所
得
を
も
た
ら
す
生
用
物
を
生
理

七
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社
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義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
〈
続
・
完
)

す
る
+
々
を
選
ぶ
か
ら
で
あ
る
。

次
に
社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
存
在
の
原
因
と
し
て
は
、
「
土
地

経
営
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
形
態
と
商
品
関
係
の
存
在
L

を
あ
げ
る
こ
と
が
で

年
C
九
U

。
と
の
原
同
の
う
ち
の
一
一
つ
を
と
り
除
い
て
も
地
代
は
存
在
し
な
い
。

さ
て
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
差
額
所
得
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
差
額

地
代
と
の
差
異
に
つ
い
て
み
よ
う
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
あ
る
い
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ

が
小
麦
(
ま
た
は
任
意
の
他
の
農
産
物
)
を
生
注
し
た
と
す
る
、
そ
れ
ら

は
常
に
統
一
的
小
売
価
格
に
よ
っ
て
消
費
者
に
出
会
う
。
し
た
が
っ
て
、

社
会
的
価
値
を
調
整
す
る
土
地
よ
り
も
少
な
い
支
出
で
生
産
さ
れ
る
ソ
フ

ホ
ー
ズ
生
産
の
生
産
物
か
ら
差
額
所
得
が
得
ら
れ
る
。
し
か
し
ソ
フ
ホ
ー

ズ
の
生
産
物
か
ら
得
ら
れ
る
ζ

の
所
得
は
差
朝
地
代
で
あ
ろ
う
か
。
私
の

考
え
で
は
そ
う
で
は
な
い
。
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
生
産
さ
れ
る
全
生
産
物
は
国

家
の
所
有
で
ゐ
る
、
そ
し
て
全
差
額
所
得
も
や
は
り
直
接
に
国
家
の
物
に

な
る
。
乙
必
ソ
フ
ホ
ー
ズ
生
産
物
か
ら
の
差
額
所
得
は
差
額
地
代
に
転
形

す
る
で
あ
ろ
う
か
。
ソ
フ
ホ
ー
ズ
生
産
の
生
産
物
か
ら
の
差
額
所
得
は
国

内
ゆ
地
代
関
係
の
存
在
と
結
び
つ
い
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
地
代
に

転
形
し
な
い
。
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
に
対
す
る
異
な
っ
た
関
係
が
コ

ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
の
問
の
根
本
的
相
異
の
一
つ
で
あ
る
c

こ
の

相
異
は
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
が
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
土
地
の
全
生
産
物
は
社

会
主
義
団
家
の
所
有
、
す
な
わ
ち
全
国
庚
の
所
有
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
バ
ヨ
ル
ホ
l
ズ
が
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
土
地
の
全
生
産
物
は
そ
の
コ

ル
ホ
ー
ズ
の
所
有
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
帰
す
る
。
ま
さ
に
こ
の
故

七

に
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
か
ら
の
差
額
所
得
は
差
額
地
代
に
、
す
な
わ
ち
そ

の
集
団
の
特
別
の
追
加
所
得
に
転
形
す
る
が
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
生
産
か
ら
の

差
額
所
得
は
地
代
に
、
す
な
わ
ち
ソ
フ
ホ
ー
ズ
集
団
の
特
別
の
追
加
所
得

に
転
形
し
な
い
。

さ
て
二
つ
の
地
代
形
態
と
そ
の
分
配
に
つ
い
て
。
私
は
、
差
額
地
代
ー

と
差
額
地
代
ー
は
そ
れ
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
緊
密
に
分
ち
難

く
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
れ
が
同
一
の
経
済
的
役
割
を
演
ず
る
か
の
如
く

考
え
る
同
志
に
は
、
同
意
し
な
い
。
差
額
地
代
1
は
個
々
の
土
地
の
曲
一
日
皮

と
位
置
の
差
異
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
こ
に
何
故
、
あ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ

グ
ル
ー
プ
が
他
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
に
く
ら
べ
て
、
全
く
同
一
の
量

の
向
労
働
と
資
金
を
支
出
し
て
、
客
観
的
に
そ
の
労
働
や
経
営
管
理
の
質
に

依
存
し
な
い
原
因
に
よ
り
、
剰
余
生
産
物
を
得
る
と
い
う
特
権
を
当
然
持

つ
の
か
と
い
う
理
由
が
あ
る
。

私
に
は
、
土
地
利
用
の
均
等
化
に
関
す
る
問
題
は
差
額
地
代
の
収
用
に

関
す
る
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
パ
シ
コ
フ
叡
授
の
論
証
は
と
じ

っ
け
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
私
は
差
額
地
代

I
は
国
家
の
利
益
の
た
め

に
収
用
す
べ
き
で
あ
る
、
す
な
わ
ら
国
民
全
体
の
資
産
に
転
形
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
人
に
同
意
す
る
、
と
は
い
え
こ
の
と
と
は
、
差
額
地
代

I
の

一
部
分
が
個
々
の
経
営
に
残
さ
れ
う
る
と
い
う
可
能
性
そ
奪
う
も
の
で
は

な
L差

額
地
代

E
は
、
私
の
考
え
で
は
、
社
会
主
義
の
条
件
に
お
い
て
は
コ

ル
ホ
ー
ズ
生
産
の
集
約
化
向
上
の
た
め
の
刺
戟
で
あ
り
、
そ
れ
故
そ
の
大

部
分
が
、
あ
る
い
は
そ
の
著
し
い
部
分
が
生
産
の
拡
大
の
た
め
に
、
そ
し



て
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
労
働
報
酬
の
増
加
の
た
め
に
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
残
さ

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
立
場
を
過
小
評
価
し
て
は
な
ら
ぬ
と
私
に
は
思
わ

れ
る
。
何
故
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
既
に
一
九
五
三
年
に
わ
が
党
中
央
委
員

会
総
会
が
、
優
秀
に
働
い
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
所
得
を
切
め
離
し
て
は

な
ら
ぬ
と
強
調
し
た
と
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
し
い

方
針
で
あ
り
、
そ
れ
は
全
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
生
産
向
上
と
い
う
結
果
を
も
た

ら
す
。

人
差
額
所
得
と
差
額
地
代
と
の
聞
の
相
異
の
正
し
い
理
解
な
く

し
て
社
会
主
義
に
お
け
る
地
代
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る

V
・
-
-
-
-
-
-
-
-
B
・
日
・
ヤ
イ
一
ト
キ
ン

要
旨
〔
最
劣
等
地
で
生
ず
る
支
出
の
補
償
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
と
っ
て
客
観

的
な
必
要
で
あ
る
。
わ
が
国
の
価
格
体
系
の
主
し
い
理
解
は
、
そ
の
経
済
的
様
相

の
み
な
ら
ず
、
社
会
政
策
的
様
相
の
理
解
を
前
提
と
す
る
〕

社
会
主
義
に
お
け
る
地
代
の
正
し
い
規
定
の
た
め
に
は
、
マ
ル
ク
ス
の

地
代
規
定
を
基
礎
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
差
額
地
代
の
問
題
は
マ
ル
グ
ス

に
あ
っ
て
は
二
つ
の
問
題
に
分
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
追
加
利
湖
存
在

の
一
般
的
前
提
の
問
題
で
あ
り
、
他
は
こ
の
追
加
利
潤
が
い
か
に
し
て
地

代
の
形
態
を
と
る
か
と
い
う
間
宮
'
で
あ
る
。
そ
し
て
追
加
利
潤
存
伝
の
一

般
的
前
提
と
し
て
は
、
川
土
地
の
自
然
的
長
度
の
差
異
、
位
置
の
差
異
、

資
本
の
追
加
投
資
の
生
産
性
の
差
異
、
間
土
地
の
有
限
性
、
特
に
優
等
地

の
有
限
性
が
、
ま
た
と
の
追
加
利
潤
の
地
代
形
態
へ
の
転
形
の
原
因
と
し

て
は
土
地
所
有
が
あ
げ
ら
れ
る
。

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)

で
は
こ
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
の
規
定
に
基
礎
を
も
っ
社
会
主
義
の
地
代

と
地
代
関
係
の
本
質
に
関
す
る
問
題
は
い
か
に
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
有
利
な
自
然
的
生
産
要
因
の
独
占
を
原
因
と
す
る
農
業
に
お
け
る

追
加
生
産
物
存
在
の
一
綬
的
前
提
ば
社
会
主
義
に
お
い
て
も
残
っ
て
い

る
。
だ
が
社
会
主
義
の
条
件
下
に
お
い
て
こ
の
差
額
生
産
物
は
差
額
地
代

に
転
形
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
主
義
に
お
け
る
農
業
の
基
本
的
生
産
手

段
と
し
て
の
土
地
は
国
民
全
体
の
財
庄
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
国
民
全
体

の
土
地
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
的
所
有
が
存
在
す
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
は
国
民
全
体

の
企
業
で
は
な
い
。
全
生
産
物
ー
ー
そ
の
中
に
は
剰
余
生
産
物
も
合
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
は
差
額
所
得
を
体
現
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
ー
ー
は
コ
ル

ホ
ー
ズ
の
所
有
で
あ
る
。
土
地
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
よ
っ
て
永
久
に
使
用
さ

れ
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
は
土
地
を
売
買
し
た
り
、
抵
当
に
入
れ
た
り
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
事
実
上
土
地
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
自
身
の
所
有
の
如
く
使

用
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
必
然
的
に
、
よ
り
有
利
な
自
然
力
は
独
占
さ

れ
、
こ
の
力
会
」
用
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
追
加
生
定
物
、
追
加
所
得
を
保
障

す
る
、
と
い
う
結
果
が
生
ず
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
独
占
の
性
格
は
資
本

主
義
と
比
較
し
て
変
化
し
て
い
る
。
社
会
主
義
の
も
と
で
は
こ
の
独
占
は

個
人
的
利
益
に
利
用
さ
れ
ず
、
社
会
に
対
抗
さ
せ
ら
れ
な
い
、
し
か
し
こ

の
独
占
は
、
生
必
過
程
に
お
け
る
同
志
的
相
主
援
助
、
人
々
の
協
力
と
い

う
条
件
に
お
い
て
存
在
す
る
と
は
い
え
、
得
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

事
情
の
も
と
で
、
優
等
地
で
働
い
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
追
加
生
産
物
あ

る
い
は
追
加
所
得
は
差
額
地
代
と
い
う
経
済
的
形
態
を
と
る
。
何
故
な
ら

こ
の
追
加
生
産
物
に
関
し
て
、
社
会
的
生
血
圧
に
関
与
し
、
こ
の
社
会
的
生

七



『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)

産
体
系
に
お
い
て
相
異
な
る
位
置
を
占
め
て
い
る
種
々
の
入
聞
の
グ
ル
ー

プ
の
間
に
二
定
の
関
係
(
地
代
関
係
)
が
生
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
国
営
の

国
民
全
体
の
企
業
で
は
こ
の
転
形
は
行
な
わ
れ
な
い
。

ζ
ζ

で
ほ
す
へ
て

の
剰
余
生
産
物
は
最
初
か
ら
直
接
に
国
家
の
所
有
明
、
あ
り
、
社
会
の
利
益

の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
。
:
:
:

国
家
的
所
有
と
と
も
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
所
有
の
存
在
す
る
こ
と
が
、
社
会

主
義
の
も
と
で
の
差
額
地
代
存
在
の
経
済
的
原
因
で
あ
る
と
い
〉
つ
7
わ
れ

わ
れ
の
考
え
で
は
全
く
正
し
い
立
場
在
提
起
し
た
パ
シ
コ
フ
は
、
こ
の
観

点
を
最
後
ま
で
守
ら
ず
、
そ
れ
故
矛
盾
に
陥
っ
た
。
一
方
で
は
パ
シ
コ
フ

は
社
会
的
所
有
の
み
が
存
在
す
る
と
ぎ
は
地
代
は
存
在
し
な
い

E
主
張
す

る
が
、
他
方
で
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
地
代
が
生
ず
る
と
主
張
す
る
。
:
:
・

ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
付
る
差
額
地
代
の
否
認
は
、
国
民
経
済
の
国
営
部
門

と
コ
ル
ホ
ー
ズ
部
門
に
お
い
て
相
異
な
る
農
産
物
価
値
形
成
法
則
が
作
用

し
て
い
る
と
い
う
主
張
に
全
然
基
づ
か
な
い
。
生
産
物
の
価
値
形
成
条
件

は
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
も
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
も
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
生
産
さ
れ

た
追
加
所
得
に
関
し
て
成
立
す
る
人
間
の
社
会
的
・
経
済
的
関
係
は
異
な

る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
は

i
lこ
れ
は
地
代
関
係
で
あ
り
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で

は

!
lこ
れ
は
地
代
関
係
の
形
態
を
と
ら
な
い
別
の
関
係
で
あ
る
。
:
・
・

差
額
地
代
は
常
に
超
過
利
潤
で
あ
り
、
常
に
差
額
的
追
加
所
得
で
あ

る
。
し
か
し
差
額
的
追
加
所
得
は
必
ず
し
も
差
額
地
代
で
は
な
い
。

次
に
社
会
主
義
に
お
け
る
農
産
物
の
社
会
的
価
値
形
成
に
つ
い
て
み
よ

う
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
際
し
て
マ
ル
ク
ス
の
価
値
論
が
基
礎
と
な

る
。
社
会
主
義
の
も
と
で
も
優
等
地
や
中
等
地
の
み
で
は
農
産
物
に
対
す

七
回

る
社
会
全
体
の
需
要
を
充
た
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
故
最
劣
等

地
も
耕
作
さ
れ
る
。
も
し
社
会
が
こ
の
最
劣
等
地
の
生
産
物
な
し
で
す
ま

す
と
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
土
地
の
労
働
の
支
出
は
社
会
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
社
会
的
に
必
要
な
支
出
と
し
て
現
わ
れ

る
。
農
産
物
の
社
会
的
価
値
は
わ
が
同
で
は
中
等
地
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ

る
と
い
う
が
如
き
主
張
は
何
を
意
味
す
る
か
。
そ
れ
は
本
質
に
お
い
て
、

最
劣
等
地
の
労
働
の
支
山
は
わ
が
国
で
は
社
会
的
承
認
を
得
て
い
な
い
と

い
う
、
王
張
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。
社
会
は
こ

の
支
出
そ
認
め
て
い
る
し
、
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

H
・
C
-
フ
ル
シ
チ
塁
フ
は
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
六
月
総
会
(
一

九
五
八
年
)
の
報
告
で
価
格
に
つ
い
て
語
り
、
次
の
よ
う
に
強
調
し
た
。

「
国
家
に
生
産
物
を
販
売
す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
、
そ
の
農
産
物
の
生
産
貸

そ
補
償
し
、
技
術
の
獲
得
と
生
産
施
設
や
そ
の
他
の
施
設
建
設
の
た
め
に

必
要
な
資
金
量
を
取
っ
て
お
く
可
能
性
、
す
な
わ
ち
そ
の
経
営
を
拡
大
し

た
基
礎
で
行
な
い
、
拡
大
再
生
産
を
も
っ
可
能
性
を
与
え
る
よ
う
な
所
得

を
受
け
取
る
よ
う
に
す
る
と
と
、
が
必
要
で
あ
る
」
。
こ
の
場
合
長
劣
等
地

で
経
営
そ
行
な
っ
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
と
っ
て
例
外
が
生
ず
る
か
。
こ

の
際
こ
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
拡
大
再
生
産
合
保
障
す
る
と
と
は
客
観
的
必
要

が
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
4

一
日
え
な
い
。
最
劣
等
地
で
行
な
わ

れ
た
支
出
の
補
償
は
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
と
っ
て
客
観
的
必
要
で
あ
り
、

と
の
必
要
は
農
産
物
の
価
格
決
定
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

パ
シ
コ
フ
は
そ
の
報
告
に
お
い
て
、
中
等
地
の
調
整
的
役
割
に
閲
す
る

謬
説
は
業
績
地
代
法
則
の
否
定
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
と
主
張
し
た
。



否
、
差
額
地
代
法
則
は
こ
れ
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
な
い
、
そ
の
代
り
客
観

的
法
則
と
し
て
の
、
社
会
的
に
必
要
な
労
働
支
出
に
よ
る
、
す
な
わ
ち
農

産
物
に
対
す
る
社
会
の
全
需
要
を
充
た
す
た
め
に
必
要
な
支
出
に
よ
る
価

値
規
定
法
則
が
否
定
さ
れ
る
。

国
家
劣
等
地
の
単
位
生
産
物
当
り
の
労
働
の
支
出
も
や
は
り
様
々
で
あ

る
、
す
な
わ
ち
そ
こ
に
は
劣
等
な
経
営
も
俊
秀
な
経
営
も
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
は
・
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
経
営
を
行
な
う
上
で
の
平
均

的
水
準
の
費
用
が
社
会
的
資
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
マ
ル
グ
ス
が
『
資
本

論
』
で
与
え
た
社
会
的
必
要
労
働
時
聞
の
規
定
と
一
致
す
る
。
こ
の
規
定

に
お
い
て
マ
ル
グ
ス
は
「
労
働
の
熟
練
と
信
度
の
そ
の
社
会
に
お
け
る
平

均
的
水
準
」
を
強
調
し
た
。
か
く
し
て
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
最
劣
等
地
の

労
働
の
支
出
に
よ
り
農
産
物
の
価
値
の
大
き
さ
が
規
定
さ
れ
る
と
い
う
と

す
れ
ば
、

ζ

の
場
合
経
営
そ
行
な
う
水
準
で
劣
等
な
、
遅
れ
た
コ
ル
ホ
ー

ズ
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
平
均
的
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
す
な
わ

ち
大
多
数
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
の
で
ゐ
る
。
:
:
:
:
:
:

農
産
物
価
格
の
基
礎
に
は
、
経
営
安
平
均
的
水
準
で
行
な
っ
て
い
る
最
劣

等
地
で
生
産
さ
れ
た
生
産
物
の
個
別
的
価
値
が
尻
か
れ
て
い
る
。

八
社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
法
則
の
制
限
的
作
用

V
・
.

3
・
B
・
ア
ト
ラ
ス

要
因
日
〔
パ
Y

コ
フ
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
ジ
レ
ン
マ
〈
最
劣
等
地
の
価
格
調
整
的

役
割
の
承
認
か
差
額
地
代
の
否
認
か
)
は
実
際
に
は
存
在
し
な
い
。
社
会
主
義
に

お
い
て
劣
等
地
は
存
在
し
な
い
と
い
う
、
ツ
コ
ロ
フ
の
主
張
の
誤
り
。
土
地
評
価

の
問
題
は
実
践
的
な
重
要
な
問
題
で
あ
る
〕

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
バ
完
〉

パ
シ
コ
フ
は
、
社
会
主
義
の
も
と
で
の
差
額
地
代
の
存
在
は
、
農
産
物

の
価
値
お
よ
び
価
絡
が
わ
が
国
で
は
資
本
主
義
の
条
件
に
お
け
る
如
く
最

劣
等
地
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
必
ず
前
提
と
す
る
、
と
、
王

張
し
て
い
る
。
社
会
主
義
に
お
い
て
は
設
劣
等
地
で
は
な
く
し
て
中
等
地

が
社
会
的
価
値
を
規
定
す
る
と
い
う
立
場
は
、
彼
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
社

会
主
義
の
も
と
で
の
差
額
地
代
性
別
そ
の
も
の
の
否
認
と
同
意
義
で
あ

る
。
し
か
し
パ
シ
コ
フ
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
ジ
レ
ン
マ
は
実
際
に
は
存

在
し
な
い
。
も
し
最
劣
等
地
で
は
な
〈
中
等
地
が
社
会
主
義
社
会
に
お
け

る
農
産
物
の
価
値
お
よ
び
調
達
価
格
を
詞
献
上
す
る
(
あ
る
い
は
調
整
す
べ

き
で
あ
る
)
と
み
な
す
な
ら
ば
、
こ
れ
は
差
額
地
代
法
則
の
否
認
を
意
味

せ
ず
、
た
だ
そ
の
作
用
範
閣
の
狭
少
化
と
い
う
事
実
の
確
認
含
意
味
す
る

に
す
ぎ
な
い
。
劣
等
地
お
よ
び
中
等
地
の
ほ
か
に
、
ま
さ
に
優
等
地
も
存

在
す
る
。
そ
し
て
中
等
地
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
統
一
価
格
の
場
合
、
そ

こ
に
は
差
額
地
代
が
形
成
さ
れ
ろ
に
違
い
な
し
に
も
し
価
値
法
則
に
関
し

て
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
は
社
会
全
義
の
も
と
で
は
そ
の
作
用
を
制
限
さ
れ

る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
(
そ
し
て
こ
の
仮
定
は
全
く
実
際
と
一
致
し
て
い

る
)
、
何
故
差
額
地
代
法
則
に
関
し
て
は
、
問
題
は
必
ず
次
の
よ
う
に
提

起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
法
則
の
完
全
な
作
用
の

承
認
か
。
そ
の
完
全
な
否
認
か
。
パ
シ
コ
ブ
に
よ
る
問
題
の
こ
の
よ
う
な

提
起
は
根
拠
を
も
た
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
法
則
の
作
用
を
制
限
し
て

承
認
し
う
る
し
、
ま
た
同
様
に
そ
の
作
用
の
性
格
の
変
化
を
承
認
し
う

る。
も
う
一
人
の
わ
わ
れ
れ
の
報
告
者
、

M
・
M
-
ソ
コ
ロ
フ
が
専
念
し
た

一
七
五



『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

社
会
主
義
の
も
と
で
の
最
劣
等
地
の
価
檎
調
整
的
役
割
に
関
す
る
反
対
の

主
張
は
、
私
に
は
反
対
の
極
端
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
有
名
な
土
壌

学
者
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
、
故
ウ
ィ
リ
ヤ
ム
ス
が
「
劣
悪
な
土
地
は
存
在

し
な
い
、
し
か
し
劣
悪
な
経
営
は
あ
る
」
と
述
べ
た
格
言
を
引
用
す
る

0

・
:
:
・
同
志
ソ
コ
ロ
フ
は
、
社
会
全
義
に
お
い
て
は
劣
悪
な
生
産
条
件
は
存

在
し
な
い
が
、
た
だ
劣
悪
な
労
働
や
優
秀
な
労
働
が
保
志
す
る
、
そ
し
て

劣
悪
な
生
産
条
件
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
議
論
は
労
働
の
質
の
改
善
な
し
に

大
き
な
利
潤
を
得
よ
う
と
す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
指
導
者
の
我
田
引
水
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
実
際
に
労
働
の
改
善
か
」
考
慮
せ
ず
、
価
格
を
考
慮
し
て

優
秀
な
結
果
を
得
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
確
か
に
み
ら
れ
る
と
い
う
の
で
は

な
い
。
し
か
し
差
別
的
自
然
的
生
産
条
件
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
、

す
な
わ
ち
現
実
と
の
明
白
な
矛
屑
に
陥
る
こ
と
で
あ
一
る
。
し
た
が
っ
て
口

然
的
生
産
条
件
の
差
異
を
顧
慮
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

資
本
主
義
に
お
い
て
は
土
地
生
産
物
の
価
格
は
、
専
ら
私
的
土
地
所
有

存
在
の
結
果
、
最
劣
等
地
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
わ
が
国
で
は
こ
の
原

因
は
消
滅
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
は
独
占
は
存
在
せ
ず
、
私
的
土
地
所
有

も
な
い
か
ら
、
農
産
物
に
対
す
る
社
会
的
需
要
を
充
足
す
る
た
め
に
必
要

な
あ
ら
ゆ
る
土
地
を
生
産
過
程
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
農

産
物
の
価
値
規
定
、
価
格
規
定
に
お
い
て
最
劣
等
地
が
調
整
的
で
あ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
の
か
。
最
劣
等
地
で
生
産
さ
れ
る
生
産
物
の
個
別
的
価
値
が

生
産
物
価
格
で
補
償
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
立
場
を
立

証
す
る
た
め
の
唯
一
の
論
拠
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
た
し
か
に
理
論
的
に
は
、

パ
シ
コ
フ
に
よ
っ
て
擁
護
さ
れ
た
、
す
な
わ
ち
最
劣
等
地
の
条
件
を
対
象

一
七
六

と
し
た
社
会
主
義
に
お
け
る
価
格
体
系
を
示
す
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し

地
代
法
則
、
価
格
形
成
法
則
の
こ
の
よ
う
な
形
で
の
適
用
は
、
わ
が
国
の

条
件
と
一
致
せ
ず
、
不
適
当
で
あ
る
。
何
故
な
ら
こ
の
よ
う
な
場
合
、
コ

ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
大
多
数
に
は
大
き
な
財
政
的
「
膨
脹
」
が
創

造
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
鉱
業
の
全
部
門
に
お
い
て
提
起
さ
れ
、
か
つ
実
際
に
解
決
さ
れ

だ
問
題
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
生
滋
物
の
原
価
お
よ
び
価
格
に
つ
い

て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
は
「
日
夜
劣
等
地
」
す
な
わ
ら
劣
悪
な
自
然
的
資

源
の
利
用
の
結
果
、
高
い
原
価
を
有
す
る
企
業
で
は
な
く
し
て
、
平
均
的

原
価
を
有
す
る
中
位
の
企
業
を
対
象
と
す
る
。
し
か
し
も
し
こ
の
遅
れ
た

企
業
の
生
産
物
も
や
は
り
社
会
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ

れ
は
そ
の
企
業
に
国
民
経
済
会
議
を
通
じ
て
か
、
あ
る
い
は
予
算
組
織
を

通
じ
て
、
適
当
な
補
助
金
を
与
え
る
。
何
故
こ
の
機
構
が
農
業
に
適
用
さ

れ
え
な
い
の
か
。
こ
こ
で
は
調
建
価
格
は
日
夜
劣
等
の
生
産
条
件
を
有
す
る

企
業
に
適
当
な
報
償
を
付
与
す
る
平
均
的
原
価
に
基
づ
い
て

i

短
め
ら
れ
う

る
。
わ
が
国
で
は
実
際
に
ど
の
上
う
に
し
て
畏
必
一
物
価
格
が
設
定
さ
れ
て

い
る
か
。
実
際
に
は
、
現
在
廃
止
さ
れ
た
制
連
価
格
は
中
等
地
の
み
な
ら

ず
、
時
に
は
優
等
地
の
支
出
さ
え
も
補
償
し
な
か
っ
た
。
こ
の
価
格
で
は

特
別
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
や
ソ
フ
ホ
ー
ズ
だ
け
が
採
算
が
と
れ
た
、
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。
と
れ
は
農
業
に
正
っ
て
仙
値
法
則
の
要
求
の
侵
害
で
あ
っ

た
。
党
と
政
府
は
今
日
こ
の
部
門
に
お
け
る
状
態
を
修
正
し
た
。
し
か
し

わ
れ
わ
れ
は
一
体
い
か
な
る
地
域
を
基
礎
と
し
て
農
産
物
価
格
が
設
定
さ

れ
る
か
を
正
確
に
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
厳
密
に
い
え
ば
、



わ
が
悶
で
は
ど
の
地
域
が
優
等
地
で
、
ど
の
地
域
が
劣
等
地
で
、
ど
の
地

域
が
中
等
地
か
を
知
ら
な
い
。
-

何
故
わ
れ
わ
れ
は
現
在
ま
で
土
地
台
帳
を
作
っ
て
い
な
い
の
か
、
す
な

わ
ち
土
地
の
質
に
よ
る
土
地
面
積
の
完
全
な
、
詳
細
な
計
算
を
行
な
っ
て

い
な
い
の
か
、
私
に
は
解
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
土
地
の

質
を
わ
れ
わ
れ
は
差
額
純
所
得
に
よ
っ
て
評
価
し
う
る
。
そ
れ
は
と
の
地

域
を
、
ぞ
れ
が
優
等
地
、
中
等
地
、
あ
る
い
は
最
優
等
地
で
あ
る
、
と
い

う
形
で
評
価
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
差
異
を
わ
れ
わ
れ
の
土
地
台
帳
に

表
わ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
の
時
わ
れ
わ
れ
は
課
税
制
度
に
厳
密
な
科
学
的

基
礎
を
与
え
る
可
能
性
を
得
、
個
々
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
や
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経

営
結
果
を
正
し
く
評
価
す
る
可
能
性
を
得
る
。
•• 

八
差
額
地
代

I
と

E
を
区
別
す
る
こ
と
の
拒
否
は
社
会
主
義
農

業
の
理
論
と
実
践
に
結
び
つ
い
て
い
る
重
要
な
問
題
の
解
決

へ
の
道
を
と
ざ
す

V
・

-
-
-
-
-
-
A
・
B
-
ボ
ル
ゴ
フ

要
旨
〔
農
産
物
の
社
会
的
価
値
は
そ
の
地
帯
別
価
値
で
あ
る
。
差
額
地
代
E
は
全

部
国
家
に
収
用
さ
れ
ね
ば
な
ち
ぬ
〕

会
議
に
出
席
し
た
幾
人
か
の
伺
志
は
社
会
主
義
に
お
け
る
地
代
は
存
校

し
な
い
と
考
え
て
い
る
。
何
故
か
。
私
的
土
地
所
有
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
第
一
に
二
つ
の
異
な
る
概
念
1
1
l
絶
対
地
代

と
差
額
地
代
ー
ー
を
混
同
し
て
お
り
、
第
二
に
以
前
に
資
本
主
義
的
私
的

所
有
の
終
末
は
科
学
と
し
て
の
政
治
経
済
学
の
終
末
で
あ
る
と
言
明
し
た

経
済
学
者
の
観
点
と
異
な
る
と
こ
ろ
極
め
て
少
な
い
、
と
言
わ
せ
て
戴
き
・

「
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

た
い
。
わ
れ
わ
れ
の
課
題
は
地
代
や
地
代
関
係
の
研
究
を
放
棄
し
、
か
く

し
て
社
会
主
義
の
条
件
に
存
在
し
て
い
る
生
産
関
係
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ

の
理
解
を
貧
弱
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
私
は
思
う
。
わ
れ

わ
れ
の
課
題
は
、
わ
れ
わ
れ
が
現
在
ま
で
不
完
全
に
行
な
っ
て
来
た
こ
の

関
係
の
研
究
を
全
面
的
に
行
な
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
わ
が
国
に
は

私
的
土
地
所
有
が
な
い
か
ら
ソ
速
に
は
差
額
地
代
は
存
在
し
な
い
と
い
う

幾
人
か
の
同
志
の
主
張
は
、
わ
が
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
学
に
役
立
た
な
い
。
会

議
で
の
報
告
と
発
言
が
、
一
定
の
地
代
関
係
が
社
会
主
義
的
生
産
方
法
に

固
有
で
あ
る
と
と
、
社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
は
資
本
主
義
に
お
け

る
差
額
地
代
と
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
、
を
確
実
に
示
し
た
の
は
、
わ
れ

わ
れ
の
会
議
の
積
極
的
結
論
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

会
議
で
の
報
告
と
発
言
は
ま
た
、
社
会
キ
義
の
条
件
に
お
け
る
差
額
地

代
は
単
に
分
配
の
範
曙
で
あ
る
の
み
な
ら
、
す
、
生
産
の
範
時
で
あ
る
こ
と

を
示
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
大
多
数
が
今
日
差
額
地
代
の
源
泉
は
農
業
労
働

者
の
労
働
に
求
め
る
べ
き
で
、
他
の
何
ら
か
の
部
門
の
労
働
に
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
と
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
会
議
で
行
な
わ
れ
た

積
械
的
結
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
会
、
主
義
の
条
件
に
お
い
て
労
働
者
階
級

と
農
民
階
級
と
の
間
に
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
と
の
間
に
存
在

す
る
樹
係
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
、
特
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
ソ

ヴ
ェ
ト
政
府
の
租
税
政
策
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に
、
大
き
な
意
義
を
有

す
る
。差

額
地
代
の
源
泉
は
農
業
に
お
い
て
で
は
な
く
、
国
民
経
済
の
他
の
部

門
で
働
い
て
い
る
労
働
者
の
労
働
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
地
代
は

ー七
七



『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

農
業
に
よ
っ
て
の
み
「
収
得
さ
れ
る
」
と
い
う
幾
人
か
の
経
済
学
者
の
主

張
は
、
社
会
主
義
の
条
件
に
お
け
る
差
額
地
代
の
す
べ
て
の
問
題
を
全
面

的
に
提
起
し
て
い
る
。
:
:
:
も
し
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
労
働
で
は
な
く
、
日
出

民
経
済
の
位
の
部
門
の
労
働
者
の
労
働
が
、
幾
人
か
の
経
済
学
者
の
誌
且

の
よ
う
に
、
こ
の
追
加
所
得
の
源
泉
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
実
際
、
党

と
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
所
得
の
増
加
に
つ
い
て
、
特
に
コ
ル

ホ
ー
ズ
に
よ
る
追
加
所
得
の
取
得
に
つ
い
て
、
配
慮
を
一
万
す
必
要
が
あ
ろ

う
か
。
お
そ
ら
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
パ
シ
コ
フ
が
、
社
会
主
義
の
条

件
に
お
い
て
は
農
産
物
の
社
会
的
価
値
は
、
豊
度
に
関
し
て
は
最
劣
等
地

の
、
し
か
し
社
会
的
標
準
的
な
生
産
諸
条
件
の
生
産
物
の
価
値
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
る
と
述
べ
て
い
る
時
、
彼
は
原
則
的
に
正
し
い
r
。
こ
の
こ
止

は
、
若
干
の
同
志
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
と
の
よ
う
な
州
値
の
理
解
お
上

び
農
産
物
の
価
値
規
定
の
態
度
は
、
遅
れ
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
コ
ル
ホ
ー
ズ

員
の
奨
励
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
、
と
い
r
う
こ
と
そ
意
味
し
な
い
。
逆

に
こ
の
よ
う
な
問
題
の
扱
い
芳
は
唯
一
の
正
し
い
も
の
で
あ
る
。
何
故
な

ら
、
第
一
に
そ
れ
は
全
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
実
際
に
蓄
積
と
広
大
再
生
産
の
可

能
性
を
保
障
し
、
第
二
に
遅
れ
た
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
集
団
経
営
の
で
き
る
限

り
の
、
ー
少
な
く
と
も
標
準
的
ヨ
ル
ホ
l
ズ
の
生
産
水
準
ま
で
の
発
展
の
刺

戟
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
パ
シ
コ
フ
の
原
則
的
に
正
し
い
考
え
は
一
つ
の
根
本
的
な
修
正

を
必
要
と
す
る
。
ま
ず
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
ず
る
。
且
一
品
度
あ
る
い
は
位

置
に
関
L
て
ど
の
よ
う
な
最
劣
等
地
が
農
産
物
の
社
会
的
価
値
を
規
定
す

る
の
か
|
|
全
国
的
標
準
で
の
最
劣
等
地
か
、
あ
る
い
は
経
済
地
帯
の
探

一
七
八

準
で
の
最
劣
等
地
か
、
パ
シ
コ
フ
は
全
国
的
標
準
で
の
最
劣
等
地
と
い

う
。
「
差
額
地
代
の
源
泉
お
よ
び
社
会
主
義
に
お
け
る
そ
の
分
配
に
つ
い

て
」
と
い
う
論
文
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
「
社
会
主
義
に
お
い

て
は
農
産
物
の
価
値
の
大
き
さ
を
、
一
般
に
国
内
で
の
最
劣
等
地
で
は
な

く
、
日
間
の
各
個
別
的
経
済
的
地
帯
内
の
最
劣
等
地
が
規
定
す
る
、
と
い
う

意
見
が
存
在
す
る
:
:
:
。
し
か
し
三
の
よ
う
な
考
え
に
同
意
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」
。
何
故
か
。
パ
シ
コ
ブ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
解

釈
は
統
二
的
社
会
経
済
は
各
生
産
物
の
統
一
的
な
、
す
伝
わ
ち
実
際
に
一

つ
の
社
会
的
価
値
を
前
提
と
す
る
と
い
う
原
則
と
矛
盾
し
、
ま
た
こ
の
全

同
的
伝
統
一
さ
れ
た
社
会
的
価
値
な
く
し
て
統
一
的
社
会
、
十
至
表
的
経
済
は

存
在
し
え
な
い
が
故
で
あ
る
。
パ
、
γ
コ
フ
は
こ
の
よ
う
に
ヰ
ノ
つ
え
る
。
そ
し

て
私
は
と
の
部
分
で
彼
は
誤
っ
て
い
る
と
思
う
。

党
と
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
は
経
済
指
漂
方
針
に
お
け
る
民
主
主
義
的
中
央
集

権
制
度
と
い
う
レ

l
ニ
ン
主
義
的
原
則
を
徹
底
的
に
実
施
す
る
園
内
の
経

済
的
伝
制
に
開
閉
す
る
大
き
な
仕
事
を
行
な
っ
て
い
る
。
党
と
ソ
ヴ
ェ
ト
国

家
は
困
民
経
済
会
議
を
創
っ
た
。
果
し
て
国
民
経
済
会
議
は
わ
が
国
国
民

経
済
の
統
一
を
乱
し
た
か
れ
一
合
、
乱
さ
な
か
っ
た
。
で
は
実
情
は
ど
う
か
。

わ
が
国
の
統
一
お
よ
び
わ
が
国
民
経
済
の
統
一
は
、
第
一
に
商
品
の
統

一
的
社
会
的
価
値
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
生
産
手
段
の
統
一
的
社
会
主
義

的
所
有
形
態
と
国
民
経
済
の
計
画
的
機
構
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
全
国
に
と
っ
て
の
統
一
的
社
会
的
価
値
な
く

し
て
統
一
的
社
会
経
済
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の

よ
う
な
観
点
は
わ
が
国
に
お
い
て
価
値
法
則
が
・
自
然
発
生
的
に
支
配
す
る



こ
と
を
認
め
、
社
会
主
義
的
建
設
の
た
め
に
価
値
法
則
を
意
識
的
に
利
用

し
て
い
る
事
実
を
否
認
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
:
:
・

さ
て
他
の
問
題

1
l社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
の
二
つ
の
種
類
に

つ
い
て
。
こ
の
問
題
は
当
然
の
解
明
を
得
て
い
な
い
。
パ
シ
コ
フ
は
、
差

額
地
代

I
、

E
を
実
際
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
言
明
し
た
。

だ
が
ソ
コ
ロ
フ
は
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
彼
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
土
地

の
経
済
的
豊
度
に
お
け
る
差
異
の
み
が
社
会
主
義
に
国
有
T
あ
る
か
ら
、

差
額
地
代

E
だ
け
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
解
釈
は
わ

が
国
社
会
主
義
農
業
が
集
約
化
の
方
向
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
し
た
大

き
な
成
功
、
発
展
の
偉
大
な
遣
を
過
小
評
価
す
る
と
い
う
欠
陥
を
有
す

る
。
周
知
の
如
く
社
会
主
義
農
業
は
、
差
額
地
代
ー
が
わ
が
国
で
は
地
代

の
有
力
な
形
態
で
あ
っ
た
条
件
に
お
い
て
、
社
会
主
義
農
業
の
発
展
の
道

を
歩
み
始
め
た
。
同
時
に
工
業
は
ま
だ
発
展
し
て
お
ら
ず
、
農
民

i
個
人

経
営
農
民
が
所
有
し
て
い
る
労
働
用
具
は
主
と
し
て
古
く
、
幼
稚
な
ま
ま

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
条
件
で
は
農
業
の
集
約
化
は
困
難
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
そ
の
時
期
に
お
け
る
差
額
地
代

E
の
発
達
の
弱
か
っ
た
理
由
が
あ

る
。
し
か
し
そ
の
時
か
ら
事
情
は
激
し
く
変
化
し
た
。
今
日
わ
が
国
社
会

主
義
農
業
は
世
界
の
も
っ
と
も
機
械
化
し
、
集
約
化
し
た
農
業
の
一
つ
で

あ
る
、
そ
こ
で
は
ま
す
ま
す
農
業
の
合
理
的
組
織
が
発
展
し
て
お
り
、
そ

れ
故
わ
が
国
で
は
差
額
地
代

E
は
よ
り
大
き
い
意
義
を
得
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
差
額
地
代
の
二
つ
の
形
態
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
:
・

も
し
経
済
学
が
差
額
地
代

1
と

E
と
の
聞
の
差
異
を
、
し
た
が
っ
て
土

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

壌
の
自
然
的
、
経
済
的
豊
度
の
悶
の
差
異
を
無
視
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ

れ
の
経
済
学
は
実
際
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
か
。

わ
が
国
に
は
、
土
地
が
国
民
全
体
の
資
産
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ

い
て
、
差
額
地
代

I
と

E
を
全
部
国
家
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
提
起
す
る
経

済
学
者
が
い
る
。
し
か
し
差
額
地
代
は
ほ
と
ん
ど
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
残
さ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
同
志
も
い
る
。
い
ず
れ
の
観
点
も
間
違
っ
て
い
る

と
思
う
。
天
然
の
自
然
力
の
作
用
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
創
造
物
で

あ
る
差
額
地
代

I
と
、
労
働
と
資
金
支
出
の
増
加
、
優
秀
な
生
産
機
構
、

農
業
と
畜
産
の
集
約
化
向
上
の
結
果
創
造
さ
れ
る
差
額
地
代

I
と
を
同
列

に
置
い
て
は
な
ら
な
い
。
国
民
全
体
の
土
地
所
有
は
、
も
し
そ
れ
が
実
現

し
な
い
な
ら
ば
、
意
味
を
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
国
民
全
体
の
(
国
家
的
)

土
地
所
有
は
経
済
的
に
ま
ず
第
一
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
追
加
所
得
部
分
の
コ

ル
ホ
ー
ズ
か
ら
の
国
家
収
入
と
い
う
形
で
実
現
さ
れ
る
。
そ
れ
は
土
壌
の

高
い
自
然
的
直
一
且
度
と
生
産
物
の
実
現
地
点
に
よ
り
近
い
位
置
に
よ
っ
て
、

す
な
わ
ち
差
額
地
代
ー
と
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
の
地
代
は
全

部
国
家
に
譲
渡
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
残
す
こ
と

は
、
こ
の
地
代
が
創
り
出
さ
れ
る
個
々
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
を
他
の
コ
ル
ホ
ー

ズ
と
比
較
し
て
優
越
し
た
条
件
に
置
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
不
公

平
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
経
済
的
に
誤
り
で
あ
る
。
:
:
:
:

八
地
帯
に
よ
る
買
付
価
格
の
差
異
は
何
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら

れ
る
か

V
・
・
・
・
・
・

-
-
-
-
A
・

c-
リ
フ
キ
ン
ト

要
旨
〔
純
所
得
の
二
つ
の
部
分
(
利
潤
と
地
代
)
へ
の
分
離
は
狼
立
採
算
制
の
本

七
九



『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)

質
か
ら
生
じ
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
純
所
得
を
特
別
の
範
穏
と
し
て
分
離
す
る
に

十
分
で
あ
る
。
ま
た
地
帯
別
価
格
に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
な
い
差
額
地
代
I
部
分

の
現
在
め
収
用
組
織
は
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
〕

八
す
べ
て
の
地
代
は
原
則
と
し
て
国
民
に
属
す
べ
き
で
あ
る
、

土
地
は
国
民
の
所
有
で
あ
る
か
ら

V
-

E
-
M
・
ソ
ル
リ
ェ
ル
チ
ン
ス
カ
ヤ

要
旨
〔
社
会
主
義
に
お
い
て
作
用
し
て
い
る
差
額
地
代
法
則
の
み
な
ら
ず
、
資
本

主
義
に
お
い
て
作
用
し
て
い
る
差
額
地
代
法
則
も
必
ず
し
も
最
劣
等
地
の
調
整
的

役
劃
を
前
提
と
し
な
い
。
差
額
地
代
E
は
種
々
の
土
地
の
豊
度
の
差
異
正
結
び
つ

か
な
い
と
い
う
よ
う
な
理
解
の
不
十
分
さ
。
土
地
図
有
化
は
国
家
に
よ
る
地
代
の

収
用
に
お
い
て
経
済
的
に
実
現
さ
れ
る
〕

パ
シ
コ
フ
教
授
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
最
初
の
テ
ー
ゼ
の
一
つ
は
次
の

如
く
で
あ
る
。
農
産
物
の
社
会
的
価
値
は
社
会
主
義
の
も
と
で
は
最
劣
等

地
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
中
等
地
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
主
張

は
、
社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
法
則
そ
の
も
の
の
否
定
と
同
意
義
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
シ
コ
フ
教
授
の
窓
見
に

k
れ
ば
、
最
劣
等
地
の

労
働
支
出
に
よ
る
価
値
規
定
が
直
接
に
差
額
地
代
法
則
の
内
容
に
な
る
。

そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
マ
ル
グ
ス
に
よ
り
『
資
本
論
』
お
よ
び

『
剰
余
価
値
学
説
史
』
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
た
。

社
会
主
義
の
も
と
で
の
差
額
地
代
に
関
す
る
問
題
を
解
明
す
る
前
に
、

資
本
主
義
的
差
額
地
代
法
則
に
つ
い
て
の
明
確
な
理
解
を
も
た
ね
ば
な
ら

喝
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
法
則
は
市
場
価
値
法
則
の
作
用
と
結
び
つ
い
て

八
0 

、

》

O

し

7
j

た。

マ
ル
グ
ス
は
市
場
(
社
会
的
)
価
値
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

「
最
劣
等
な
生
盛
諸
条
件
の
下
に
生
皮
さ
れ
つ
つ
も
必
要
な
供
給
の
一

部
分
を
提
供
す
る
と
戸
」
ろ
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
以
上
に
は
市
場
価
値

は
決
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
な
い
と
い
う
三
の
法
則
生
、
リ
カ
ー
ド
は
、
市

場
価
値
は
こ
の
生
産
物
の
価
値
以
下
に
は
低
絡
し
得
な
い
、
即
ち
常
に
そ

れ
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
ふ
う
に
歪
め
て
い
る
。
こ

れ
が
如
何
に
間
違
っ
て
い
る
か
は
後
に
明
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
(
『
剰
余

価
値
学
説
史
』
第
二
巻
、
一
九
五
七
年
、
二
六
五
頁
、
猪
俣
津
南
雄
訳
、
黄
土
社

版
、
第
二
巻
第
二
部
四
八
瓦
)
。

か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
市
場
価
値
は
常
に
最
劣
等
地
の
生
産
条
件
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
理
解
は
、
リ
カ
ル
ド
心
理
解
で
あ
っ
て
、
マ

ル
グ
ス
の
理
解
明
L

は
な
い
こ
と
そ
知
る
の
で
あ
る
。
リ
カ
ル
ド
の
見
解
は

マ
ル
グ
ス
に
よ
っ
て
論
破
さ
れ
た
。
差
額
地
代
法
則
は
農
業
商
品
の
絶
対

的
価
値
水
準
に
よ
ら
ず
、
絶
対
的
価
格
水
準
に
も
依
存
し
な
し
い
。
法
則
は

農
業
商
品
の
社
会
的
(
市
場
)
価
値
が
最
劣
等
地
の
生
産
条
件
に
よ
っ
て

調
整
さ
れ
だ
い
条
件
の
も
と
で
作
用
す
る
。
そ
し
て
か
か
る
条
件
は
資
木

主
義
の
も
と
で
も
存
十
忙
し
う
る
。

た
と
え
ば
、
ナ
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
今
日
長
期
に
わ
た
る
農
業
恐
慌

と
い
う
条
件
に
お
い
て
、
社
会
的
市
場
価
値
は
最
劣
等
地
で
生
産
さ
れ
る

生
産
物
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
て
い
な
い
、
と
十
分
な
根
拠

を
も
っ
て
主
張
で
き
る
。

差
額
地
代
法
則
は
価
値
が
最
劣
等
地
の
生
産
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ



る
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
前
提
と
し
な
い
か
そ
れ
故
法
則
の
単
な
る
引

用
で
は
な
く
し
て
、
具
体
的
条
件
の
具
体
的
分
析
の
み
が
、
い
か
な
る
地

域
が
!
|
最
劣
等
地
か
中
等
地
か

l
l市
場
価
値
を
調
整
す
る
か
と
い
う

問
題
に
正
し
い
解
答
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
地
代
の
否
定
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ

ホ
I
ズ
の
生
産
物
の
単
一
の
価
値
形
成
過
程
の
否
定
を
意
味

し
な
い

V
・
-
-
-
-
-
-
-
-
-
M
・
日
・
オ
サ
デ
ィ
コ

要
旨
〔
コ
戸
ホ
1
ズ
の
差
額
所
得
を
差
額
地
代
に
転
形
さ
せ
る
コ
戸
ホ
I
ズ
的
生

産
形
態
の
特
殊
性
。
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
追
加
生
産
物
は
ソ
フ

ホ
ー
ズ
の
追
加
生
産
物
と
し
て
現
わ
れ
な
い
。
平
均
的
指
数
を
も
つ
あ
ら
ゆ
る
コ

ル
ホ
ー
ズ
が
実
際
に
平
均
的
コ
戸
ホ
1

ズ
で
は
な
い
〕

社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
問
題
に
携
っ
て
い
る
経
済
学
者
は
本
質

に
お
い
て
し
ば
し
ば
生
産
物
の
社
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
と
の
差
と
し

て
の
地
代
の
量
的
特
徴
づ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
代
の
大
き

さ
の
決
定
に
と
っ
て
は
十
分
で
あ
る
が
、
地
代
の
木
質
、
実
体
規
定
に
と

っ
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
パ
シ
コ
フ
が
、
地
代
は
価
値
法
則
と
結
び
つ
い

て
お
り
、
価
値
形
成
法
則
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
と
っ
て
同
一

で
あ
る
と
述
べ
た
時
、
彼
は
木
質
的
に
、
よ
り
生
産
的
な
、
労
働
は
単
位
時

聞
に
よ
り
大
き
い
価
値
を
生
み
出
す
と
い
う
事
実
の
確
認
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。
地
代
の
問
題
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
不
十
分
で
あ
る
。
追
加
生
産

物
に
体
現
さ
れ
て
い
る
剰
余
価
値
が
単
な
る
差
額
所
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、

何
故
差
額
地
代
と
な
る
か
、
何
故
相
対
的
に
よ
り
高
い
土
地
豊
度
あ
る
い

は
よ
り
よ
い
位
置
と
結
び
つ
い
て
得
ら
れ
る
追
加
生
産
物
の
価
値
が
、
わ

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

れ
わ
れ
が
差
額
地
代
と
名
づ
け
る
特
別
の
形
態
に
分
離
す
る
の
か
、
問
題

は
こ
こ
に
あ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
に
お
い
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
は
独
力
で
は
な
く
協
同
で

生
産
を
行
な
う
。
こ
の
協
同
作
業
は
自
己
の
生
産
手
段
と
自
己
の
労
働
を

使
用
し
、
と
の
場
合
国
有
地
(
ソ
連
)
あ
る
い
は
協
同
組
合
所
有
地
(
人

民
民
主
主
義
諸
国
)
で
経
営
を
行
な
う
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
社
会
と
の
聞

に
は
労
働
者
と
社
会
と
の
聞
と
は
い
く
ら
か
異
な
る
関
係
が
存
在
す
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
良
は
そ
の
労
働
を
直
接
に
で
は
な
く
コ
ル
ホ
ー
ズ
を
通
じ
て

社
会
に
譲
渡
す
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
も
ま
た
全
体
と
し
て
、
周
知
の
よ
う
に

そ
の
労
働
以
外
に
何
も
の
も
社
会
に
与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
ソ
フ
ホ
ー

ズ
の
労
働
者
と
は
異
な
っ
て
、
労
働
で
は
な
く
そ
の
生
産
物
を
社
会
に
譲

渡
す
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
労
働
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
の
生
産
物
を
通
じ

て
社
会
的
、
労
働
機
構
に
入
る
。
そ
し
て
そ
と
に
差
額
地
代
範
鴎
に
直
接
の

関
係
を
有
す
る
一
つ
の
大
き
な
特
殊
性
が
あ
る
。

他
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
比
較
し
て
、
同
等
の
労
働
力
と
生
産
手
段
を
確
保

し
、
相
対
的
に
優
等
な
地
域
を
占
め
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
そ
の
成
員
の
労
働

を
同
等
に
利
用
し
て
い
る
場
合
、
よ
り
大
き
い
生
産
物
量
、
よ
り
大
き
い

全
体
の
価
値
に
体
現
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
生
産
物
す
な
わ
ち
価
値
の
剰
余

は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
所
有
と
し
て
他
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
対
立
す
る
。
も
ち

ろ
ん
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
も
や
は
り
こ
の
よ
う
な
追
加
生
産
物
が
創
り
出
さ
れ

る
が
、
そ
れ
は
地
代
形
態
に
特
殊
化
せ
ず
、
転
形
し
な
い
9

・
:
・
:
相
対
的

に
優
等
な
土
地
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
得
ら
れ
る
剰
余
生
産
物
は
も
ち
ろ
ん
社

会
に
と
っ
て
追
加
生
産
物
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
と
っ

八



『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
〉

て
追
加
生
産
物
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
社
会
に
と
っ
て
の
追
加
生
産
物
で
あ

っ
て
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
と
っ
て
の
追
加
生
産
物
で
は
な
い
。

パ
シ
コ
フ
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
地
代
の
否
定
は
価
値
法
則
の
作
用

の
一
致
を
否
定
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
私
は
こ
れ
は

そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。
追
加
生
産
物
の
価
値
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
も
ソ
フ

ホ
ー
ズ
で
も
同
じ
く
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
そ
れ
は
特

別
の
経
済
的
形
態
に
特
殊
化
さ
れ
な
い
、
何
故
な
ら
通
常
の
価
値
関
係
以

外
に
何
ら
の
関
係
を
も
表
現
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:

〈
処
女
地
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
営
活
動
分
析
の
経
験
か
ら
の
若

干
の
結
論

V
・
・
・
・
・

-
-
-
M
・
M
-
ア
ニ
シ

1
モ
フ

要
旨
〔
差
額
地
代
の
形
成
は
何
ら
か
の
土
地
所
有
形
態
と
結
び
つ
か
な
い
、
そ
れ

は
土
地
の
狼
占
的
経
営
と
関
連
が
あ
る
。
差
額
所
得
に
関
す
る
国
家
と
ソ
フ
ホ
ー

ズ
と
の
関
係
は
社
会
的
、
経
済
的
関
係
で
あ
る
。
処
女
地
で
経
営
を
行
な
っ
て
い

る
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
高
い
収
益
性
〕

差
額
地
代
の
形
成
は
如
何
な
る
土
地
所
有
形
態
と
も
関
連
す
る
も
の
で

は
な
く
、
た
だ
土
地
経
営
の
独
占
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
マ
ル
グ
ス

と
レ
l
ニ
ン
の
重
要
な
指
摘
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
差
額
地
代
が

何
ら
か
の
土
地
所
有
形
態
に
関
係
な
し
に
形
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ

れ
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
い
て
の
み
存
在
し
う
る
か
が
理
解
で
き
な
い
。
:
・

・
:
・
差
額
地
代
は
生
産
物
の
社
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
と
の
差
額
で
あ

る
。
し
か
し
、
私
の
考
え
で
は
、
差
額
地
代
を
生
産
物
の
社
会
的
価
値
と

個
々
の
企
業
の
生
産
物
の
原
価
と
の
差
額
と
同
じ
で
あ
る
と
規
定
し
て
よ

い
。
と
い
う
の
は
原
価
は
価
値
の
一
部
だ
か
ら
で
あ
る
。
:
:
:
ソ
コ
戸
ブ

入

教
授
は
差
額
地
代
の
完
全
な
否
定
に
傾
い
て
い
る
が
現
実
に
は
差
額
地
代

は
十
分
に
実
際
的
な
経
済
的
範
鷹
で
あ
る
。
.

:
:
・
私
は
グ
ル
ー
プ
の
同
士
山
と
と
も
に
処
女
地
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
営
活

動
の
経
済
的
成
果
の
分
析
に
従
事
し
た
。

処
女
地
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
四
年
間
に
非
常
に
高
い
収
益
性
を
示
し
た
。

そ
の
存
在
の
五
年
目
は
こ
の
経
営
の
収
益
性
の
さ
ら
に
大
き
い
向
上
を
も

た
ら
し
た
。

処
女
地
の
穀
物
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
例
で
、
地
帯
別
平
均
的
原
価
と
個
々
の

経
営
の
生
産
物
の
原
価
と
の
聞
に
い
か
な
る
相
異
が
あ
る
か
が
明
ら
か
で

あ
る
。カ

ザ
ッ
グ
共
和
国
で
は
四
年
の
間
平
均
収
穫
量
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り

六
・
二
ツ
エ
ン
ド
ネ
ル
で
あ
っ
た
。
穀
物
一
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
の
平
均
的
原

価
は
四
一
ル

L
ブ
ル
で
あ
り
、
純
所
得
は
一
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
六
ル
ー
ブ

ル
、
一
ヘ
グ
タ
l
ル
一
一
一
七
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
。
四
年
間
の
う
ち
二
年
は

不
作
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処
女
地
で
の
穀
物
生
産
は
高
い
収
益

性
を
示
し
た
。
相
異
な
る
条
件
を
も
っ
個
々
の
州
は
相
異
な
る
純
所
得
を

得
た
(
表
A
参
照
)
。

播
種
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
の
も
っ
と
も
高
い
所
得
、
も
っ
と
も
高
い
収

益
率
は
、
ア
ル
タ
イ
地
方
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
。
そ
こ
で

は
純
所
得
の
全
体
の
総
計
が
増
加
す
る
結
果
、
よ
り
効
果
的
な
生
産
条
件

が
差
額
地
代
を
生
じ
て
い
る
。
同
一
の
引
渡
し
価
格
で
、
オ
ム
ス
グ
州
の

ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
、
ア
ル
タ
イ
地
方
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
比
較
し
て
、
播
種
一

ヘ
グ
タ

I
ル
当
り
か
ら
よ
り
少
な
い
純
所
得
を
得
て
い
る

G



表A。処女地ソフホーズの四年間の穀物生産の

(1954-1951) 

l 一一つJL~ 扉7面[ J 一一一一 一|一一一|
平町|穀物 川電所得

収穫量11ツェント庁亨王子ト 1てす亥-=1収益率;
ヅヱント|ネル |ネレ当日 i ル当り
ネー ん|ル{ブルーいレ{ブ1.-- -1ル~ブルー q~

|コペイカ トコベイカ |コベイカ ! 日 | 

F村イナタス

35.4 61 - 38 9 - 59 37 - 76 6.4 。ンリモグ

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)

収穫量、原価および所得額

カザッグ共和国

外|

38 - 59 

a伎
の

り

一

月

υ

一
一
一
一

Q

U

O

υ

一

巧

4

1
1

唱

i

一

ηο

r

a

q

U

F

O

 

-
v
R
υ

ハリ

一

一

一

。。市
i

n

口

6 - 03 41 - 32 

44 - 00 

6.4 

5.5 

エ!7フ々

b 

北カザツグスー(

全力ザツグ共和面総計!

ダガン

コグチ

ブカ

45 - 76 。dau 

41 - 29 6.2 

シヤ共和国ロ

105.0 233-20 26 - 50 

23 - 77 

25← 25 8.8 方f也イノレタア

85.0 204-40 27 - 98 8.6 ノヴオシピルスグ州

Jク 59.0 116-90 19 - 17 32 - 58 6.1 クスムオ

36.0 11 - 38 

17 - 20 : 111-80 

81-50 31 - 97 7.1 チェリャピンスググ

35 - 50 6.5 オレンプルググ

51-00 I 

29--20 i 

昨 日l

i 12 - 14 40 - 56 4.2 。フモフサ

5 - 62 49 - 07 5.2 パシキル白治共和国

一
八
三

(118頁j

16 - 81 29 - 79 クラスノヤルスク地方|



表B。穀物ーツェントネル生産に対する労働支出

(一人一時間の仕事の量で)

I四年間

州 i 1954年.11955年 11956年 11957年|の平均
I ~~~.， I 寸 I~~VV，- I ~~V ， -'1(:_~~5i) 

lカザツグ共和問地ソフ日12.40 I 4.56 1 1.68 I 3.20 2勾

アグモ ン州 1. 84 I 4.56 I 1. 60 ↑ 2.32 I 2.16 

グスタナイグ

コグチェタフグ

ノ4 ヴ戸ダノレグ

カラガンダグ

~tカザ、ッグスタング

ロシヤ共和国のソフホーズ

ソフホーズの内訳

商シベリア

ウ フ ノレ

ウFオルガ中・下流流域地方

(119頁)

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)
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個
々
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
聞
に
は
、
当
然
差
額
地
代
を
生
み
出
す
労
働
生

産
性
の
水
準
に
お
け
る
著
し
い
差
異
が
あ
る
(
去
B
参
照
)
。

差
額
地
代
の
分
担
に
関
す
る
問
題
が
わ
れ
わ
れ
の
討
論
で
多
く
の
議
論

を
惹
き
起
し
た
。
あ
る
人
は
す
べ
て
の
地
代
は
国
家
に
譲
渡
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
主
張
し
、
他
必
人
は
地
代
は
一
部
分
だ
け
団
地
家
の
子
に
入
る
べ
き

で
あ
る
と
述
べ
た
。

ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
純
所
得
i
l
jそ
の
中
に
差
額
地
代
が
含
ま
れ
る

1
1は

実
際
に
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
て
い
る
が
。
グ
ス
タ
ナ
イ
州
オ
グ
チ
ャ
プ

リ
区
『
鉄
道
』
ソ
マ
ホ

1
ズ
を
も
っ
て
来
よ
う
。
最
近
四
年
間
の
処
女
地

ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
穀
物
一
ツ
早
ン
ト
ネ
ル
の
平
均
的
原
価
は
四
一
ル

ー
ブ
ル
で
}
め
っ
た
、
し
か
し
『
鉄
道
』
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
約
二
一
ル
ー
ブ

ル
、
す
な
わ
ち
ほ
と
ん
ど
二
分
の
一
で
あ
っ
た
。
も
し
こ
の
実
際
の
経
営

の
原
価
を
地
帯
別
原
価
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
前
者
は
後
者
よ
り
二
分
の

一
，
少
な
い
。
か
く
の
如
く
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
こ
の
州
の
平
均
的
ソ
フ
ホ
ー
ズ

よ
り
約
二
倍
高
い
所
得
を
得
た
。

一
九
五
六
年
に
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
純
所
得
一
千
六
百
万
ル
ー
ブ
ル
を
得

た
。
こ
の
純
所
得
の
動
き
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
四
九
%
は
社

会
的
必
要
の
た
め
に
国
家
の
管
珂
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
四
五
%
は
ソ
フ
ホ
ー

ズ
の
拡
大
再
生
産
の
た
め
に
残
さ
れ
、
残
り
の
六
%
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
労
働

者
の
物
質
的
、
文
化
的
生
活
条
件
の
改
善
の
た
め
に
、
文
化
的
施
設
建
設

の
た
め
に
使
わ
れ
、
指
導
者
の
資
金
等
に
な
っ
た
。

こ
こ
に
よ
り

P

詳
細
な
資
料
が
あ
る
。
純
所
得
か
ら
次
の
よ
う
に
支
払
わ

れ
た
。

『
社
会
主
義
農
業
に
お
げ
る
地
代
』
(
続
・
完
)

18.8% 金…...・ H ・..…...・ H ・....・ H ・-… 3，054千ルーブル資府政

29.7% グ金…....・ H ・......・ H ・......・ H ・....4，8121，ア備予

30.1% // 経営強化資金...・ H ・...・ H ・.....・ H ・..…'"・ H ・.4，885グ

15.7% グ自己所有の流動資本増加...・H ・...・H ・..……..2，557グ

3.29長4ク計画以上の生産物に対する奨励金・H ・H ・..… 0，514//

1.0% // 金….....・ H ・....・ H ・....・ H ・....・ H ・0，168//増割

1. 59手// ソフホーズ(指導者)資金H ・H ・...・ H ・..…… 0，251グ一
八
五

1009長// 言十...・ H ・…...・ H ・..…...・ H ・'16，214グ*~ 



『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

ζ

の
資
料
は
、
社
会
主
義
社
会
の
条
件
に
お
い
て
は
、
純
所
得
の
成
分

を
な
す
差
額
地
代
は
大
部
分
拡
大
再
生
産
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
、
と
い

う
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
差
額
地
代
ば
、
労
働

に
よ
っ
て
差
額
地
代
を
生
み
出
す
人
の
物
質
的
福
祉
向
上
の
源
泉
で
あ

る
。
:
:
:

農
業
の
具
体
的
経
済
問
題
の
研
究
に
従
事
し
て
い
る
経
済
学
者
、
科
学

者
の
課
題
は
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
並
び
に
ソ
フ
ホ
ー
ズ

に
と
っ
て
の
も
っ
と
も
理
解
し
易
い
純
所
得
お
よ
び
そ
の
構
成
分
子

!
l

差
額
地
代
の
計
算
方
法
を
作
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

八
土
地
所
有
の
農
業
生
産
か
ら
の
分
離
は
差
額
地
代
存
在
の
必

然
的
条
件
で
は
な
い

V
・

-
-
-
B
-
H
・
キ
リ
チ
ェ
ン
コ

要
旨
〔
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
差
額
地
代
の
質
的
特
殊
性
。
農
産
物
に
体
現
さ
れ

る
全
地
代
量
は
そ
の
調
達
価
格
で
は
な
く
小
売
価
格
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
U

八
純
所
得
の
ニ
つ
の
形
態

V
・

-
A
-
A
・
オ
フ
チ
シ
ニ
コ
フ

要
旨
門
剰
余
生
産
物
は
二
つ
の
領
域
(
坐
産
を
行
な
っ
て
い
る
経
営
単
位
と
中
央

集
中
予
算
)
に
帰
着
す
る
、
そ
れ
故
地
代
の
分
析
は
こ
の
二
つ
の
領
域
を
と
ら
え

ね
ば
な
ら
ぬ
。
社
会
主
義
的
所
有
の
三
つ
の
形
態
の
差
異
は
、
地
代
分
配
に
お
け

る
基
本
的
差
異
と
な
り
う
る
が
、
地
代
形
成
に
お
け
る
差
異
で
は
な
い
〕

最
近
ま
で
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
基
本
的
問
題
1

!
こ
れ
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ

促
お
け
る
地
代
存
在
に
つ
い
て
の
潤
煙
で
あ
る
。
た
と
え
ば
経
済
学
教
科

一
八
六

書
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
差
額
地
代
に
つ
い
て
述
べ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に

お
け
る
差
額
地
代
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
討
論
に
お

い
て
、
報
告
者
お
よ
び
発
言
し
た
同
忘
の
多
く
が
、
差
額
地
代
の
存
在
を

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
い
て
も
認
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
進
歩
が
こ
の
部
門
で
認
め
ら
れ
た
と
喜
び
を
も
っ
て
言

う
こ
と
、
が
で
き
る
。

純
所
得
の
源
泉
お
よ
び
そ
の
分
配
の
性
格
を
十
分
解
明
す
る
た
め
に

は
、
わ
れ
わ
れ
の
考
え
で
は
、
純
所
得
が
わ
が
国
の
具
体
的
生
産
条
件
に

お
い
て
い
か
に
し
て
成
立
す
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
簡

単
な
例
1
1
6
ロ
ス
ト
フ
州
の
条
件
に
お
け
る
面
積
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ソ
フ

ホ
ー
ズ
の
小
麦
生
産
宣
と
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
実
際
の
現
実
か
ら
数
字
を

も
っ
て
乗
る
が
、
容
易
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
端
数
を
切
り
捨
て
る
。
千

ヘ
グ
タ
l
ル
か
ら
の
全
収
穫
は
一
万
五
千
ヅ
ェ
ン
ト
ネ
ル
で
あ
り
、
支
出

は
次
の
如
く
で
あ
る
。

阪
神
D
d
川
市
湾
局
)
蔵
盆
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
E
4
-
l
礼
子

蹴

4
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
君
、

B

9

3

羊・
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:呂
、

湾

問

j
i
-
-
・:
:
:
:
:
i
j
i
-
-
:
:
:
H
g

、 、、、

設

わ
れ
わ
れ
は
償
却
資
金
す
な
わ
ち
基
本
的
設
備
償
却
プ
ラ
ス
次
の
生
産

周
期
の
た
め
に
補
償
す
る
を
要
す
る
種
子
お
よ
び
そ
の
他
生
産
過
程
に
お

い
て
使
用
す
る
村
料
の
資
金
は
十
九
万
ル
ー
ブ
ル
で
あ
る
と
み
な
す
。
原

州↓

U
叶
号
、

、



料
生
産
領
域
の
労
働
者
自
身
の
た
め
の
野
働
生
ι

益
物
は
十
入
万
ル
ー
ブ
ル

で
あ
る
。
全
生
産
物
の
こ
の
こ
つ
の
部
分
は
生
産
費
と
一
致
し
、
生
産
原

価
と
し
て
経
営
に
お
い
て
計
算
さ
れ
る
。

し
か
し
ど
う
し
て
生

J

山
医
さ
れ
た
生
産
物
価
値
の
第
三
の
構
成
部
分
を
見

つ
け
る
か
。

生
産
物
の
価
値
を
構
成
す
る
第
三
の
部
分
|
|
社
会
で
の
生
産
物
の
価

値
ー
ー
に
つ
い
て
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
小
麦
の
実
現
過
程
を
考
究
す

る
必
要
が
あ
る
。
収
穫
の
一
部
一
八

O
O
ツ
且
ン
ト
ネ
ル
は
種
子
と
し

て
、
す
な
わ
ち
今
後
の
生
産
的
消
費
の
た
め
に
残
さ
れ
る
。
多
分
ソ
フ
ホ

ー
ズ
は
そ
れ
そ
原
価
で
計
算
す
る
だ
ろ
う
、
そ
れ
故
そ
れ
は
何
ら
よ
り
以

上
の
増
加
を
ソ
フ
ホ
ー
ズ
会
計
に
与
え
な
い
。
こ
の
量
を
差
引
い
て
残
っ

た
小
麦
(
一
三
二

O
O
ツ
エ
ン
ト
ネ
ル
)
を
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
国
家
に
一
定

の
価
格
(
一
ツ
エ
ン
ト
不
ル
当
り
一
ニ
一
ル
ー
ブ
ル
五
五
コ
ベ
イ
カ
)
で
譲

渡
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
対
し
四
一
万
六
千
ル
ー
ブ
ル
(
端
数
切
捨
て
)

を
得
る
、
あ
る
い
は
原
価
よ
り
も
四
万
六
千
ル
ー
ブ
ル
多
く
受
け
と
る
。

こ
の
総
計
(
四
万
六
千
ル
ー
ブ
ル
)
は
小
麦
生
産
か
ら
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の

純
所
得
で
あ
り
、
そ
れ
は
よ
り
一
層
の
経
営
の
拡
大
、
生
活
状
態
の
改

善
、
文
化
的
必
要
の
売
め
に
、
す
な
わ
ち
社
会
の
必
要
の
た
め
に
支
出
さ

れ
る
。
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
は
さ
し
あ
た
り
、
こ
の
実
現
段
階
で
社
会
は
ソ

フ
ホ
ー
ズ
に
お
い
て
純
所
得
四
万
六
千
ル
ー
ブ
ル
そ
得
た
と
計
算
し
た
。

ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
の
小
麦
の
実
現
は
こ
れ
を
完
成
し
た
。
し
か
し
全
体
と
し

て
の
そ
の
実
現
過
程
は
中
止
し
な
い
。

さ
ら
に
小
麦
は
小
麦
粉
に
加
工
を
受
け
る
。
そ
し
て
小
麦
粉
の
形
で
消

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

費
者
に
売
ら
れ
る
と
し
て
考
え
よ
う
。
加
工
、
輸
送
、
保
管
、
実
現
の
た

め
に
総
計
二
九
万
八
千
ル
ー
ブ
ル
の
支
出
が
行
な
わ
れ
る
と
し
よ
う
。
か

く
し
て
生
産
物
の
原
価
は
七
一
万
四
千
ル
ー
ブ
ル
に
な
る
。

一
三
二

C
O
ツ

コ
J

ト
ネ
ル
の
小
麦
の
加
工
後
に
得
ら
れ
る
小
麦
粉
は

統
一
的
圏
家
小
売
価
格
で
実
現
主
れ
る
。
こ
れ
は
国
家
に
一
九
三
万
ル
ー

ブ
ル
を
与
え
る
。
そ
れ
故
全
体
と
し
て
の
社
会
は
呂
ω出
!
(
勾
河
十
日
也
記

叩

H
3
H
H
N凸一司

M
4
ル
ー
ブ
ル
の
沌
所
得
を
得
る
。
換
言
す
れ
ば
、
社
会

で
の
労
働
生
産
物
部
分
は
一
二
六
万
二
千
ル
ー
ブ
ル
で
あ
り
、
そ
の
中
の

二
二
万
六
千
ル
ー
ブ
ル
は
中
央
予
算
の
絡
所
得
で
あ
る
。

ロ
ス
ト
フ
州
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
小
麦
生
産
か
ら
の
高
い
社
会
的

所
得
は
、
と
こ
で
は
ソ
同
盟
の
他
の
ど
の
地
域
よ
り
も
こ
の
作
物
の
生
産

に
土
壌
的
、
気
候
的
条
件
が
も
っ
と
も
適
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
作

物
生
産
の
労
働
生
産
性
が
よ
り
高
い
と
い
う
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
社

会
主
義
経
済
で
は
あ
ら
ゆ
る
剰
余
生
産
物
は
社
会
の
所
有
で
あ
り
、
物
質

的
生
産
の
結
果
と
し
て
の
あ
ら
ゆ
る
純
所
得
は
社
会
に
属
し
、
流
通
過
程

に
お
い
て
生
産
的
企
業
の
純
所
得
と
中
央
に
集
め
ら
れ
る
純
所
得
と
に
分

配
さ
れ
る
。

生
産
を
行
な
っ
て
い
る
経
営
の
純
所
得
お
工
び
中
央
に
集
め
ら
れ
る
所

得
、
と
れ
は
一
つ
の
源
泉
1

1
原
料
生
産
領
域
の
労
働
者
の
剰
余
、
労
働
、

社
会
に
お
け
る
労
働
ー
ー
を
も
っ
社
会
的
純
所
得
の
二
つ
の
部
分
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
は
別
々
に
成
立
す
る
。
そ
し
て
こ
の
価
値
部
分
の
流
通

め
第
一
歩
は
互
に
著
し
く
異
た
ご
し
お
り
、
こ
の
部
分
は
一
定
mw
段
階
に

お
い
て
異
な
っ
た
意
義
を
得
る
。

八
七



『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

経
営
の
純
所
得
は
経
営
収
設
の
実
際
の
量
で
あ
ろ
。
そ
れ
を
表
わ
す
指

数
は
各
企
業
の
経
営
指
導
の
確
実
な
道
具
と
し
て
役
立
つ
。
流
通
か
ら
租

税
の
形
で
中
央
に
集
め
ら
れ
る
所
特
|
|
こ
れ
は
原
料
生
産
の
労
働
者
の

努
働
部
分
を
国
家
の
所
有
に
し
、
そ
れ
と
と
も
に
と
の
資
金
を
会
社
会
に

役
立
た
せ
る
た
め
の
、
社
会
の
代
表
者
と
し
て
の
国
家
権
利
の
実
現
で
あ

る
。
ど
れ
は
国
家
所
得
の
木
質
的
内
容
の
一
つ
で
あ
り
、
と
れ
は
国
家
予

算
の
支
柱
で
あ
り
、
国
カ
と
国
威
の
基
礎
日
で
あ
り
、
出
家
指
導
の
物
質
的

基
礎
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は

m
は
二
つ
の
領
域
す
な
わ
ち
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
経
営

単
位
と
中
央
集
中
予
算
に
帰
着
す
る
か
ら
、
社
会
、
ァ
土
義
生
産
の
生
産
物
の

価
値
構
成
部
分
は
単
純
に
口
!
寸
ぐ
十
自
と
い
う
公
式
の
形
で
は
な
く
、
ロ
+

4
十
E
H
+同
H
M
M
と
い
う
公
式
の
形
で
表
わ
す
の
が
適
当
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
町
一
は
生
産
的
企
業
に
属
す
る
社
会
の
労
働
部
分
を
示
す
が
叫
は
全
社
会

(
中
央
集
中
予
算
)
に
属
す
る
社
会
の
労
働
部
分
を
一
不
す
。
今
ま
で
差
額

地
代
の
分
析
は
土
1
4
+
B
H
の
範
囲
で
行
な
わ
れ
、
社
会
的
所
得
部
分
凶

は
全
く
計
算
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
は
修
正
を
要
す

る
重
大
な
欠
陥
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。

社
会
的
所
得
の
二
つ
の
部
分
、
す
な
わ
ち
生
産
的
企
業
の
純
所
得
と
中

央
に
集
め
ら
れ
る
所
得
の
向
上
は
不
均
等
に
生
ず
る
。

.

.

.
 

地
代
の
分
配
は
社
会
主
義
企
業
の
形
態
に
よ
り
異
な
る
。
ソ
フ
ホ
ー
ズ

で
は
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
全
部
出
家
所
得
に
収
用
さ
れ
る
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
で

は
差
額
地
代
部
分
は
そ
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
物
に
な
る
。

商
品
経
済
が
存
在
し
、
「
各
人
に
に
そ
の
労
働
に
応
じ
て
」
と
い
う
原

J¥. 
J¥. 

則
が
作
用
し
、
所
得
の
一
定
部
分
と
し
て
の
、
無
償
の
自
然
カ
に
依
存
す

る
差
額
地
代
範
障
が
存
在
す
る
聞
は
、
個
々
の
人
間
や
集
団
で
は
な
く
し

て
、
た
だ
国
家
と
い
う
形
で
の
全
体
と
し
て
の
社
会
の
み
が
そ
れ
を
収
用

す
る
権
利
を
も
っ
。

〈
商
品
生
産
と
個
値
法
則
の
存
在
は
社
会
主
義
に
お
け
る
差
額

地
代
存
在
の
置
接
的
原
因
で
あ
る

V
-
-
A
・
B
-
パ
チ

z
リ
ン

要
旨
〔
コ
戸
ホ
1
ズ
の
差
額
地
代
と
国
営
企
業
の
差
額
所
得
。
農
産
物
の
社
会
的

価
値
は
各
農
業
地
帯
内
で
成
立
す
る
。
最
劣
等
地
ば
最
劣
等
の
鉱
山
と
同
じ
く
、

社
会
主
義
の
も
と
で
は
社
会
的
価
値
を
調
整
し
な
い
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
純
所
得
の

計
画
と
分
配
の
組
織
を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
〕

八
調
達
価
格
と
建
額
地
代
の
介
配
過
程

V
-
-
-
-
-

r
-
H
・
フ
ド
コ
ル
モ
フ

要
旨
〔
差
額
地
代
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
の
み
存
在
す
る
。
土
地
経
営
の
コ
作
ホ
1

ズ

的
形
態
は
差
額
地
代
存
在
の
原
因
で
あ
る
。
差
弱
地
代
分
一
回
に
と
っ
て
の
農
産
物

の
調
達
価
格
と
小
売
価
格
の
意
義
〕

八
社
会
主
義
の
も
と
で
の
差
額
地
代
は
こ
じ
つ
け
の
範
鴫
で
あ

る

V
・
・
・
・
・
・
・
・

-
-
A
・
M
-
グ
リ
ェ
ヴ
ィ
ッ
チ

要
旨
(
盛
度
と
位
置
に
お
け
る
個
々
の
土
地
の
差
異
と
関
連
し
て
の
所
得
差
は
わ

が
国
に
存
在
す
る
。

L
か
し
そ
れ
を
特
別
の
経
済
的
範
婦
と
す
る
根
拠
は
な
い
。

社
会
主
義
の
も
と
で
の
差
額
地
代
の
存
在
を
認
め
る
人
は
独
占
地
代
の
存
在
を
も

認
め
る
べ
き
で
あ
る
U



〈
地
帯
別
価
格
と
差
額
地
代

V
・

-
-
M
・
M
-
ニ
ェ
ス
ミ
イ

要
旨
〔
ソ
コ
ロ
ア
教
授
に
よ
り
擁
護
さ
れ
た
社
会
的
生
産
費
計
算
の
原
則
は
誤
り

で
あ
る
。
地
代
は
社
会
主
義
の
も
と
で
は
国
民
会
体
の
財
産
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
こ
と
は
す
べ
て
の
地
代
が
必
子
国
家
予
算
を
通
じ
て
現
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
〕

ソ
コ
口
ブ
教
授
は
社
会
的
必
要
生
時
一
費
は
何
別
的
費
胤
の
算
術
平
均
的

大
き
さ
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
伎
は
こ
の
大
き
さ
は
与
え
ら
れ
た
生

雇
条
件
に
お
け
る
典
型
的
大
き
さ
、
す
な
わ
ち
平
均
的
大
き
さ
、
い
わ
ゆ

を

1
ド

る
「
最
頻
値
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
主
張
し
て
い
る
。
社
会
的
生
産
費

の
計
算
に
あ
た
っ
て
、
算
術
平
均
の
代
り
に
最
預
値
笠
利
用
す
る
こ
と
ほ

全
く
正
し
く
な
い
と
思
う
。
も
し
算
術
平
均
が
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
大
多
数
を

対
象
と
す
る
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
典
明
的
平
均
的
(
目
取
頻
値
)
は
コ
ル
示

l
ズ
の
少
数
の
費
用
を
表
わ
す
で
あ
ろ
う
。
ソ
コ
ロ
フ
教
授
に
よ
っ
て
引

局
さ
れ
た
例
|
lそ
こ
で
は
一
六

O
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
う
ち
一

O
O
の
コ

ル
ホ
ー
ズ
で
同
一
の
原
価
で
あ
っ
た
1

1
に
対
し
て
、
口
取
頻
値
が
コ
ル
ホ

ー
ズ
の
大
多
数
で
は
な
く
少
数
を
特
徴
か
つ
げ
る
と
い
う
多
く
の
例
を
も
っ

て
来
る
こ
と
が
で
き
る
。

統
一
的
貿
付
価
格
は
コ
ル
ボ
1
、
ス
の
大
多
数
に
蓄
積
を
保
障
す
る
、
何

と
な
れ
ば
そ
の
決
定
に
際
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
条
件
が
考
慮
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
も
し
あ
ら
ゆ
る
条
件
が
同
一
で
あ
る
が
、
た
だ
土
地
の
質
だ
け
が

異
な
っ
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
(
そ
れ

を
見
出
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
)
、
わ
が
国
コ
ル
ホ
ー
ズ
の

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
V

た
め
に
決
定
さ
れ
た
価
格
は
最
劣
等
地
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
差
額
地
代
さ
え

も
受
け
と
る
可
能
性
を
与
え
る
と
い
う
と
と
を
わ
れ
わ
れ
は
明
ら
か
に
し

た
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
は
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
四
十
四
章
で
マ
ル
ク

ス
に
よ
り
叙
述
さ
れ
た
場
合
を
明
ら
か
に
し
た
、
と
私
に
は
川
山
わ
れ
る
。

ソ
ル
リ
ェ
ル
チ
シ
ス
カ
ヤ
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
代
は
同
家
所
得
に
入
る
べ
き

で
あ
る
と
述
べ
た
。
わ
が
国
の
条
伴
に
お
け
る
地
代
は
疑
う
ま
で
も
な
く

全
国
民
の
財
産
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
あ
ら
ゆ
る
地
代
が
必
ず
予

算
を
通
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
を
全
然
意
味
し
な
い
。
地
代
は
一
部

分
予
算
に
入
ら
ず
に
国
民
全
体
の
た
め
に
利
肘
さ
れ
る
。
問
題
は
コ
ル
ホ

ー
ズ
に
残
さ
れ
る
地
代
が
専
ら
純
所
得
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。
地
代
が
他
の
方
途
に
行
か
な
い
よ
-
勺
な
条
件
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
地
代
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
不
叶
分
フ
ォ
ン
ド
お
よ
び
他

の
社
会
的
フ
ォ
ン
ド
の
増
加
に
利
用
さ
れ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

八
土
地
台
蝿
が
必
要
で
あ
る

V
-
-
B
・
M
-
リ
ョ
フ
シ
テ
ィ
ン

要
旨
〔
地
代
率
は
土
地
の
相
対
的
評
価
に
と
っ
て
基
礎
と
な
り
え
な
い
。
自
然
的

お
よ
び
経
済
的
豊
度
に
つ
い
て
。
土
地
の
相
対
的
評
価
に
あ
た
っ
て
、
耕
作
面
積

単
位
あ
た
り
の
支
出
の
い
か
な
る
大
き
さ
に
基
づ
く
べ
き
か
〕

八
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
の
個
々
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
よ
る
独

占
が
社
会
主
義
に
お
け
る
地
代
存
在
の
原
因
で
あ
る

V
・
-

H

月・

C
・
グ
マ
チ
ェ
ン
コ

要
旨
〔
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
差
額
所
得
を
生
じ
う
る
が
、
差
額
地
代
は
生
じ
な
い
。
ツ

コ
ロ
ア
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
コ
庁
ホ
l
ズ
生
産
物
の
社
会
的
価
値
の
計
算
は
本
質

一
八
九



『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)

的
に
社
会
的
価
値
と
全
く
無
関
係
で
あ
る
〕

パ
シ
コ
ブ
は
、
社
会
主
義
的
所
有
の
三
つ
の
形
態
の
存
在
が
社
会
主
義

に
お
け
る
差
額
地
代
存
伐
の
直
接
的
原
問
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
見

し
て
こ
の
主
張
は
恒
志
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
し
さ
ら
に
問
題
の

要
点
を
深
く
探
究
す
る
な
ら
ば
、
問
題
は
.
こ
こ
に
は
な
い
と
い
う
こ
と
に

気
が
つ
く
。
マ
ル
グ
ス
主
義
の
創
始
者
は
地
代
理
論
を
完
成
し
た
。
こ
の

理
論
は
資
本
主
義
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
マ
ル

グ
ス
主
義
の
創
始
者
の
研
究
に
は
、
一
般
的
意
義
を
有
す
る
、
す
な
わ
ち

社
会
主
義
機
構
に
も
適
用
さ
れ
る
多
数
の
完
全
な
立
場
が
叙
述
さ
れ
て
い

る
。
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
独
占
の
概
念
が
と
の
一
般
的
立
場
の
中
に

あ
る
。
「
独
占
」
と
い
う
言
葉
は
わ
が
国
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
だ
が
実

際
は
ま
さ
に
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
独
占
こ
そ
差
額
地
代
を
生
ず
る
原

因
で
あ
る
。
社
会
主
義
に
お
い
て
作
用
し
て
い
る
差
額
地
代
法
則
は
、
経

営
対
象
と
し
て
の
相
対
的
優
等
地
の
独
占
が
個
々
の
社
会
主
義
コ
ル
ホ
ー

ズ
企
業
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
:
:
:
・

〈
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
純
所
得
と
差
額
地
代
の
計
算
に
つ
い

て

V
・
・
・
・
・
・
・
・

-
-
-
A
・
M
-
エ
メ
リ
ヤ
ノ
フ

要
旨
〔
コ
ル
'
ホ
1

ズ
生
産
物
の
原
価
計
算
は
こ
つ
の
見
地
国
民
経
済
的
見
地

と
コ
ル
ホ
ー
ズ
内
部
の
見
地
ー
ー
で
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
コ
ル
'
ホ
1
ズ
総
生

産
物
の
柁
臭
な
る
部
分
の
評
価
の
原
郎
に
つ
い
て
〕

A
ハ
地
穂
別
価
格
の
意
義
に
つ
い
て

V
-
・
3
-
M
・
ム
ル
タ
ジ
ン

九。

要
旨
門
地
帯
別
価
格
体
系
ば
虚
偽
の
社
会
的
価
値
縮
少
機
構
と
し
て
作
用
し
て
い

る〕差
額
地
代
を
マ
ル
グ
ス
は
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
と
名
づ
け
た
。
資

本
主
義
に
あ
っ
て
は
虚
偽
の
社
会
的
何
倍
は
、
長
劣
等
地
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
る
総
畏
売
物
の
市
場
価
値
と
、
と
の
総
生
虐
物
の
全
部
の
個
別
的
価

値
の
総
計
と
の
間
の
差
額
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
ζ

に
、
社
会
主
義
の
も
と

で
は
こ
の
虚
偽
の
社
会
的
価
値
か
ら
何
が
生
ず
る
か
を
確
め
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
。

ソ
ヴ
ェ
ト
同
提
で
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
ば
殻
物
を
そ
れ
ぞ
れ
の
様
々
な
条
件

で
生
産
し
て
い
る
、
そ
れ
故
穀
物
一
ヅ
ェ
ン
不
ル
の
偲
別
的
価
値
は
地
方

的
条
件
に
上
っ
て
間
め
て
激
し
く
動
摂
す
る
。

わ
れ
わ
れ
の
論
議
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
土
地
経
営
の
相
異
な
る
烈

練
度
に
つ
い
て
の
問
題
は
全
く
除
外
し
、
土
地
経
営
を
行
な
う
組
織
は
あ

ら
ゆ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
同
一
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
基
づ
い
て
い
る
。
か

く
し
て
、
わ
が
国
に
は
個
別
的
価
値
の
差
異
を
創
り
出
す
裏
目
の
た
だ
一

つ
の
グ
ル
ー
プ

l
l白
ぶ
的
生
産
条
件
が
条
件
的
に
存
在
す
る
。

資
本
主
煮
に
あ
っ
て
は
優
等
地
の
有
限
性
は
経
済
的
に
全
農
産
物
の
膨

大
な
騰
貴
と
い
う
事
実
に
歪
曲
さ
れ
て
い
る
。
も
し
市
場
が
、
相
異
な
る

土
地
で
経
蛍
を
行
な
っ
て
い
る
企
業
か
ら
得
ら
れ
た
全
穀
物
旦
一
旦
に
対
し
て

需
要
在
提
起
す
る
な
ら
ば
、
口
駅
劣
等
地
で
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
企
業
の

生
産
物
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
と
し
て
現
わ
れ
る
。
中
等
地
お
よ
び

優
等
地
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
は
あ
た
か
も
そ
れ
が
全
部

最
劣
等
地
ヤ
生
産
さ
れ
た
か
の
如
く
に
全
穀
物
に
対
し
て
支
払
う
こ
と
を



余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
社
会
主
義
の
も
と
で
は
事
情
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
わ
が
国
の

条
件
に
お
い
て
農
産
物
の
価
格
総
計
は
、
こ
の
全
商
品
量
と
最
劣
等
地
で

得
ら
れ
た
単
位
生
産
物
の
個
別
的
価
値
と
の
積
と
等
し
い
か
。
否
、
等
し

く
な
い
。

社
会
に
よ
る
虚
偽
の
社
会
的
価
値
の
支
払
へ
し
た
が
っ
て
こ
の
虚
偽
の

社
会
的
価
値
自
体
)
は
わ
が
国
で
は
非
常
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
減
少

の
機
構
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
地
帯
に
よ
る
買
付
価
格
の
差
別
が

そ
の
機
構
で
あ
る
。
こ
の
機
構
の
作
用
を
条
件
づ
き
の
例
に
よ
り
説
明
し

よ
う
(
表
参
照
)
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
表
に
一
万
さ
れ
た
九
つ
の
土
地
種
類
全
部
の
生
産
物
が

社
会
に
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
生
産
さ
れ
た
生
産
物

は
一
つ
の
価
格
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
三
つ
の
相
異
な
る
地
帯
別
価
格
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
各
々
は
全
国
の
最
劣
等
地
で
は
な
く
、
そ
の

地
帯
の
最
劣
等
地
を
対
象
と
す
る
。

社
会
(
国
家
と
い
う
形
で
の
)
は
、
わ
が
国
で
は
あ
ら
ゆ
る
穀
物
に
対

し
て
土
地
A
で
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
企
業
の
個
別
的
価
値
(
一
一
一

O
)

に
よ
っ
て
支
払
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
な
い
。
全
穀
物
量
の
一
部

分
だ
け
を

1
l
sそ
の
上
僅
か
な
部
分

|
l国
家
は
か
か
る
価
格
に
よ
り
手

に
入
れ
る
。

も
し
資
本
主
義
に
お
い
て
は
A
を
除
い
て
全
部
の
土
地
が
差
額
地
代
を

生
ず
る
と
す
れ
ば
、
わ
が
国
の
条
件
で
は
土
地
ち
、

B
、
且
、

E
、
M
、

K
だ
け
が
差
額
地
代
を
生
ず
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
、
価
値
法
則
、
差
額

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

(単位ルーブル)

資本主義の場合
土

社会 主義の場合

川7 場f岨
差額地代 地

同家地E44個別前回耕一 差額地代
価値 穀物等 価 値買付価格

1ツェン 1ツェン 1ツェント i 級 価格 1ツェン 1ツェン
1ヅェン
トネル当

トネルトネル ネル当り| トネルートネル
り

120 A 120 

110 120 10 B 
I ) 110 120 10 

100 120 20 B 1 
i ¥100 120 20 

90 120 30 r 90 

80 120 40 江
2 

80 90 10 

70 120 50 E 70 90 20 

60 120 60 )K 60 

50 120 70 M 3 50 60 10 
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『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)

地
代
法
則
が
、
自
由
に
、
無
意
識
的
に
作
用
し
て
い
る
条
件
に
お
け
る
よ

り
も
少
な
い
量
の
地
代
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
も
っ
と
重

要
で
あ
る
。

地
帯
に
よ
る
買
刊
価
格
差
別
の
組
織
は
差
額
地
代
収
用
機
構
で
は
な

い
。
そ
れ
は
虚
偽
の
社
会
的
価
値
解
消
の
(
よ
り
正
確
に
は
著
し
い
減
少

の
)
機
構
と
し
て
作
目
す
る
。

虚
偽
の
社
会
的
価
値
の
大
部
分
は
簡
単
に
消
滅
し
、
実
現
さ
れ
な
い

0

マ
ル
ク
ス
は
社
会
主
義
の
も
と
で
の
そ
の
完
全
な
消
滅
に
つ
い
て
述
べ
た

が
、
彼
は
わ
が
国
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
で
き
る
と
い
う
と
と
を
予
知
で
き
な

か
っ
た
。
わ
が
国
で
は
虚
偽
の
社
会
的
価
値
を
ほ
と
ん
ど
完
全
に
前
消
す

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
な
い
が
、
農
産
物
の
騰
貴
と
い
う
事
実
の
意
義
は

急
速
に
弱
ま
っ
て
い
る
。
:
:
:

〈
差
額
地
代
は
国
民
経
済
の
全
部
門
に
お
け
る
差
額
所
得
形
成

の
一
般
法
則
の
特
殊
の
現
象
形
態
で
あ
る

V

B
・
A
・
。
へ
ル
ヴ

l
シ
ン

要
旨
内
社
会
主
義
の
も
と
で
の
差
額
地
代
問
題
研
究
に
対
す
る
独
断
的
、
『
引
用

的
』
態
度
の
無
益
き
。
農
業
に
お
い
て
作
用
し
て
い
る
地
代
形
成
要
因
の
研
究
領

域
は
拡
大
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
〕

〈
農
業
生
産
の
専
門
化
は
相
異
な
る
土
地
の
労
働
生
産
性
水
準

の
均
等
化
を
も
た
ら
す

V
・

-
-
-
B
-
B
・
コ
ロ
チ
キ
ン

要
旨
〔
社
会
主
義
の
も
と
で
は
劣
等
地
は
存
在
し
な
い
。
何
故
な
ら
高
い
所
得
を

も
た
ち
す
農
作
物
の
た
め
に
土
地
を
利
用
す
る
あ
ら
ゆ
る
条
件
が
あ
る
か
ら
で
あ

噌
也
〕

九

〈
国
家
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
の
聞
に
地
代
関
係
は
あ
り
え
な
い

V

r
・
φ

・
ル
ヂ
ェ
ン
コ

要
旨
つ
ノ
ブ
ホ
1

ズ
に
お
け
る
差
額
地
代
の
存
在
を
認
め
る
人
は
同
様
に
鉱
業
に

お
け
る
差
額
地
代
宇
一
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
E
に

関
す
る
問
題
は
こ
じ
つ
け
の
問
題
で
あ
る
〕

差
額
地
代

E
は
労
働
と
資
本
の
追
加
投
資
か
ら
得
ら
れ
る
剰
余
所
得
の

分
配
に
つ
い
て
の
、
土
地
所
有
者
と
土
地
の
実
際
の
用
益
権
者
と
の
聞
の

社
会
酌
関
係
で
あ
る
。
土
地
所
有
者
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
借
地
農
業
者

|
資
本
家
忙
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
投
資
か
ら
の
こ
の
所
得
を
、
自
分
の
た

め
に
収
用
す
る
可
能
性
全
土
地
所
有
者
に
与
え
る
も
の
は
何
か
。
こ
れ
は

一
定
期
間
土
地
を
賃
貸
に
出
す
結
果
で
あ
る
。
「
す
な
わ
ち
、
地
代
(
の

大
き
さ
)
は
地
所
の
賃
賃
借
に
さ
い
し
て
確
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
の

後
は
、
借
地
契
約
が
存
続
す
る
か
ぎ
り
は
、
資
本
の
継
起
的
投
下
か
ら
生

ず
る
超
過
利
潤
は
借
地
農
業
者
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
流
れ
と
む
。
長
期
の
借
地

契
約
を
え
よ
う
と
す
る
借
地
農
業
者
の
斗
争
と
、
そ
の
逆
に
、
地
、
三
の
優

勢
に
よ
る
年
々
解
除
き
れ
う
る
契
地
契
約
(
人
)
の
増
加
と
は
、
こ
こ
に

由
来
す
る
」

(
K
'
マ
ぞ
グ
ス
、

φ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
念
集
、
第
十
九
巻
、
第
一
一

部
、
二
二
九
頁
、
訳
第
十
二
巻
九
五
O
頁
)
。
も
し
土
地
所
有
者
が
土
地
を
無

期
限
の
賃
貸
に
出
す
と
す
れ
ば
、
彼
は
借
地
農
業
者
に
よ
り
行
な
わ
れ
た

土
地
へ
の
労
働
と
資
本
の
追
加
投
資
の
結
果
を
自
分
の
も
の
と
し
て
横
取

り
す
る
可
能
性
を
も
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
状

態
が
ソ
ヴ
ェ
ト
同
問
に
存
在
し
で
い
る
。
国
家
は
土
地
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
に



無
期
限
で
無
償
で
利
用
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
故
わ
が
国
に
は
相
異
な
る
コ

ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
労
働
と
資
本
の
投
資
の
相
異
な
る
集
約
化
に
関
し
て

の
、
土
地
所
有
と
結
び
つ
い
た
特
別
の
関
係
出
現
に
と
っ
て
の
何
ら
の
基

礎
も
存
在
し
な
い
。
・
:
・

八
土
地
領
有
と
土
地
所
有
の
介
離
が
存
在
す
る
か
ら
、
地
代
は

社
会
主
義
の
も
と
で
存
在
す
る

V
・
.

日
・

F
・
ザ
オ
ス
ト
ロ
フ
ツ
ェ
フ

要
旨
〔
地
帯
別
貿
付
価
格
か
ら
統
一
価
格
へ
の
移
行
の
必
然
性
。
農
産
物
の
社
会

的
価
値
は
近
い
将
来
、
相
対
的
に
劣
等
な
土
地
で
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
優
秀
な

コ
戸
ホ
1
ズ
や
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
〕

土
地
所
有
者
の
土
地
領
有
者
に
対
す
る
関
係
が
、
す
な
わ
ち
土
地
所
有

の
土
地
領
有
プ
ラ
ス
商
品
貨
弊
関
係
か
ら
の
独
立
が
存
在
す
る
限
り
、
地

代
関
係
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う

0

・
:
:
:
:
所
有
か
ら
区
別
さ
れ
る
領
有
と

は
何
か
。
も
し
所
有
が
生
産
手
段
と
労
働
生
産
物
の
取
得
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
領
有
は
生
産
手
段
の
管
理
と
労
働
生
産
物
の
取
得
(
一
部
あ
る
い
は

全
部
)
で
あ
る
が
、
生
産
手
段
の
取
得
で
は
な
い
。
:
:
:
国
民
全
体
の
所

有
の
み
が
あ
る
場
合
に
さ
え
も
、
土
地
所
有
者
の
土
地
領
有
者
に
対
す
る

関
係
は
、
わ
が
国
で
も
一
定
の
条
件
に
お
い
て
存
続
し
う
る
。
そ
れ
故
地

代
関
係
も
存
続
し
、
差
額
地
代
も
残
る

0

・:

八
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
期
に
お
け
る
地
代
の
収
奪
は
土
地

所
有
に
基
づ
か
な
い

V
-
-
-
-
-
M
・
M
-
コ
ゾ
ド
エ
フ

「
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
'
完
)

要
旨
〔
農
業
に
お
け
る
算
術
平
均
的
生
産
費
と
社
会
的
必
要
生
産
費
。
農
産
物
の

現
在
の
買
付
価
格
の
若
干
の
特
殊
性
に
つ
い
て
〕

-
:
私
は
常
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
地
代
に
つ
い
て
話
を
す
る
。
私

は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
関
し
て
こ
の
関
係
を
決
し
て
語
ら
な
い
。
何
故
か
。
何

故
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
こ
の
範
鴎
と
関
係
を
も
た
な
い
と

私
は
思
う
か
ら
で
あ
る
。

次
に
と
の
問
題
を
解
明
し
よ
う
。
第
一
に
も
っ
と
も
厳
密
に
地
代
の
物

質
的
実
体
と
こ
の
物
質
的
実
体
に
関
し
て
の
人
間
関
係
を
区
別
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
代
論
の
も
っ
と
も
重
要
な
、
最
初
の
方
法
論

的
立
場
の
一
つ
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
経
済
活
動
の
研
究
に
あ
た
っ
て
生
産
関
係
と
生
産
力

と
を
区
別
す
る
こ
と
は
も
っ
と
も
困
難
な
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
を
区
別
で

き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
生
産
関
係
を
生
産
力
と
一
緒
に
し

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
逆
に
区
別
す
る
と
同
時
に
引
裂
い
て
は
な
ら
な

し

何
が
差
額
地
代
の
物
質
的
基
礎
か
。
同
じ
大
き
さ
の
土
地
で
支
出
が
等

し
い
場
合
、
相
対
的
に
劣
等
な
土
地
と
比
較
し
て
相
対
的
に
優
等
な
土
地

で
形
成
さ
れ
る
剰
余
が
、
こ
の
基
礎
で
あ
る
。
種
々
の
原
因
に
よ
り
生
じ

う
る
他
の
い
か
な
る
も
の
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
こ
の
剰
余
と
結
び
つ
い

て
の
み
差
額
地
代
は
形
成
さ
れ
る
。

地
代
は
所
有
の
対
象
と
し
て
の
土
地
が
経
営
の
対
象
と
し
て
の
土
地
か

ら
分
離
す
る
と
き
、
対
立
的
形
態
に
お
い
て
生
ず
る
。

九



司
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

も
し
土
地
所
有
者
自
身
が
そ
の
土
地
で
資
木
主
義
的
生
産
を
行
な
う
と

す
れ
ば
、
こ
の
土
地
に
関
し
て
地
代
関
係
は
存
在
し
な
い
。
た
と
え
ば
こ

と
に
剰
余
の
差
額
利
潤
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
。
こ
の
場

合
地
代
関
係
は
誌
の
聞
に
あ
り
う
る
か
。
情
貫
太
γ

家
は
全
剰
余
伺
低
在
自
分

の
も
の
に
す
る
、
そ
の
中
に
は
あ
ら
ゆ
る
地
代
形
誌
の
実
体
を
形
成
す
る

超
過
利
潤
も
含
ま
れ
て
い
る
。
彼
は
そ
れ
を
土
地
所
有
者
と
し
て
で
は
な

く
、
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
が
彼
の
手
に
あ
り
、
全
生
産
手
段
が
彼
の

手
に
あ
る
と
い
う
理
由
で
横
取
り
す
る
。
彼
は
労
働
者
を
雇
い
、
労
働
者
を

搾
取
す
る
。
マ
ル
グ
ス
は
こ
の
場
合
潜
在
的
な
地
代
が
あ
る
と
述
べ
た
。

社
会
主
義
陣
営
の
一
一
回
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
所
得
は

土
地
所
有
の
結
果
と
し
て
の
み
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
状
態
を
も

っ
。
わ
が
国
は
土
地
所
有
者
で
あ
る
。
し
か
し
同
家
は
、
国
家
が
土
地
所

有
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
て
、
相
対
的
に
優
等
な
土
地
か
ら
差

額
剰
余
を
受
け
と
ら
な
い
。
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
は
こ
の
剰
余
の
一
部
一
分
を
受

と
け
る
が
、
土
地
所
有
と
い
う
基
礎
に
お
い
て
で
は
な
い
。
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
独
裁
期
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
土
地
所
有
形
態
(
中
国
や
多
数

の
人
民
民
主
主
義
諸
国
に
お
け
る
悩
人
経
営
農
民
の
土
地
所
有
あ
る
い
は

集
団
的
土
地
所
有
、
あ
る
い
は
中
国
に
お
け
る
人
民
会
社
の
土
地
所
有
、

あ
る
い
は
最
後
に
国
家
的
土
地
所
有
)
も
地
代
収
奪
に
対
し
て
何
ら
の
関

係
も
も
た
な
い
。

ζ

の
意
味
に
お
い
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
期
に
お
け
る
「
地
代
」

関
係
は
マ
ル
グ
ス
の
地
代
規
定
に
は
い
り
き
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
わ
が
国
で
は
差
額
地
代
の
物
質
的
基
礎
は
形
成
さ
れ
る
か
否

九
四

か
。
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
物
質
的
基
従
に
関
し
て
何
ら
か
の
特
別
の
人
間

関
係
が
生
ず
る
か
と
う
か
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
は
生
じ
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は

生
じ
な
い
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
は
土
地
の
主
人
で
あ
る
。
経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
は
そ

の
手
中
に
あ
る
。
相
対
的
に
優
等
な
土
地
の
耕
作
に
際
し
て
剰
余
追
加
生

産
物
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
剰
余
の
結
果
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
国
家
と
の
問

に
特
別
の
関
係
が
創
り
出
さ
れ
る
。

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
差
額
地
代
の
計
算
方
法
に
つ
い
て

V

日

-
A
・
マ
リ
シ
コ
フ

要
旨
ハ
差
額
地
代
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
最
劣
等
地
で
経
営
を
行
な
ワ
て
い

る
、
生
産
指
数
に
関
し
℃
中
位
の
コ
戸
ホ
1

ズ
の
個
別
的
生
産
費
に
基
づ
く
べ
き

で
あ
る
。
基
本
的
純
所
得
と
差
額
純
所
得
。
差
額
地
代
の
計
算
に
あ
た
っ
て
い
か

な
る
価
格
を
利
用
す
べ
き
か
。
ノ
日
ノ
ォ

γ
ピ
戸
ス
タ
州
タ
タ
1

戸
区
の
コ

μ
ホー

ズ
に
お
け
る
差
額
地
代
計
算
の
経
験
〕

純
所
得
を
基
本
的
純
所
得
と
差
額
純
所
得
に
分
離
す
る
緊
急
の
必
要
が

存
在
す
る
。
:
:
:
基
木
的
純
所
得
の
大
き
さ
は
一
定
の
収
益
率
に
従
っ
て

(
す
べ
て
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
と
っ
て
同
一
の
)
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
基

木
的
純
所
得
以
上
の
純
所
得
の
全
剰
余
は
差
額
所
得
の
大
き
き
で
あ
る
。

差
額
所
得
の
大
き
さ
の
計
算
に
と
っ
て
、
種
々
の
曲
一
一
旦
度
を
も
っ
土
地
へ
の

同
一
の
支
出
の
生
産
性
を
比
較
規
定
す
る
単
一
の
方
法
の
適
用
は
本
質
的

意
義
を
も
っ
。
土
地
台
帳
の
科
学
的
研
究
が
、
す
な
わ
ち
農
地
の
そ
の
質

に
よ
る
完
全
な
詳
細
な
計
算
の
科
学
的
研
究
が
大
き
な
援
助
を
与
え
る
に



遠
い
な
い
。
・
:
・
:
差
額
所
得
の
大
き
き
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
国
家
に

よ
る
平
均
的
買
付
価
格
を
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。
全
コ
ル
ホ
ー
ズ
部
門
に

白
け
る
差
額
所
得
量
の
決
定
に
闘
し
で
は
、

ζ

の
場
合
に
は
単
位
生
長
物

の
社
会
的
価
値
の
大
き
さ
を
さ
ら
に
よ
り
完
全
に
表
わ
し
て
い
る
国
家
小

売
価
格
を
利
用
す
る
の
が
よ
い
。
:
・

わ
れ
わ
れ
は
ノ
ヴ
ォ
シ
ピ
ル
ス
グ
州
タ
タ

l
ル
区
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
つ

い
て
、
一
九
五
六

l
五
台
年
の
資
料
に
よ
り
差
積
所
得
の
計
算
を
行
な
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
ば
こ
の
場
合
次
の
よ
う
に
し
て
表
を
作
成
し
た
。

-
各
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
穀
物
一
ツ
ェ
ン
ト
、
不
ル
の
原
価
を
計
算
し
た
。

2
収
益
率
四

O
%に
基
つ
い
て
一
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
当
り
の
計
算
で
純
所
得

の
大
き
さ
を
計
算
し
た
。

3
個
別
的
原
価
と
純
所
得
を
加
算
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
各
コ
ル
ホ
ー
ズ
に

お
け
る
穀
物
一
ツ
z
v
J

ト
ネ
ル
の
個
別
的
価
値
を
得
た
。

4
国
に
と
っ
て
の
♂
}
均
的
責
付
価
格
か
ら
個
別
的
価
値
を
差
引
く
方
法

で
、
わ
れ
わ
れ
は
一
ツ
ヱ
ン
ト
ネ
ル
ヨ
り
の
差
額
所
得
の
大
き
さ
そ
得

た。
〈
謹
偽
の
社
会
的
価
値
に
つ
い
て

V
:・A
・
口
・
ピ
エ
ロ
ウ
ソ
ワ

要
旨
〔
社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
の
理
論
的
問
題
の
解
訣
に
あ
た
り
で
は
単

純
か
ら
複
雑
へ
と
追
究
す
べ
き
で
あ
る
。
国
家
は
虚
偽
の
社
会
的
価
値
を
収
用
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
U

A
A
社
会
主
義
経
済
の
理
論
と
実
践
に
お
け
る
地
代
の
役
割

V

日
・

A
・
ツ
ァ
ゴ

l
ロ
フ

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

要
旨
〔
マ
庁
ク
ス
の
地
代
理
論
は
資
木
制
地
代
と
の
み
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
差
額
所
得
形
成
の
置
接
的
基
礎
は
生
産
の
商
品
形
態
、

価
値
法
則
の
作
用
の
中
に
あ
る
。
国
家
と
ツ
フ
ホ
l

ヌ
と
の
問
の
関
係
の
大
部
分

が
狼
立
採
算
制
的
商
品
価
値
形
態
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
と
い
う
条
件
で
は
、
差

額
所
得
に
関
す
る
そ
の
関
係
は
、
単
な
る
計
算
組
織
的
内
容
で
は
な
く
し
て
、
実

際
の
経
済
的
内
容
を
有
す
る
α

価
格
の
個
々
の
要
素
の
本
質
と
一
所
得
額
に
お
け
る

相
違
を
惹
起
す
る
個
々
の
要
因
が
上
り
厳
僚
に
明
ら
か
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
経

営
指
導
は
よ
り
合
理
的
に
組
織
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
農
業
生
産
の
自
然
的
条
件

の
差
異
の
経
済
的
重
要
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
地
帯
刷
価
格
の
経
済
的
玄
義
を

否
定
す
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
経
済
政
策
的
判
断
は
国
家
を
し
て
三
戸
ホ
1
ズ

に
地
代
を
一
部
あ
る
い
は
全
部
残
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
し
か
し
社
会
、
主
義
の

経
済
的
法
則
の
体
系
が
原
則
的
に
国
家
に
よ
る
地
代
の
収
用
を
除
外
す
る
と
い
う

こ
と
を
証
明
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
〕

以
上
、
各
報
告
の
へ
之
内
容
を
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
あ
る
部
分
は
省
国
各
し
、
あ
ろ
部
分
は
要
約
し
、
ま
た
報
告
の
要
点
な

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
各
報
告
者
の
報
告
を

全
体
と
し
て
は
不
十
分
に
し
か
取
り
よ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
パ

シ
コ
ブ
に
よ
れ
ば
、
三
日
間
に
わ
た
る
こ
の
会
議
で
の
討
論
の
結
果
は
、

重
要
な
理
論
的
、
実
践
的
意
義
を
有
す
る
複
雑
な
問
題
が
か
な
り
広
範
囲

に
わ
た
り
的
底
的
な
審
議
を
受
け
、
そ
の
理
解
の
両
で
「
若
干
の
前
進
」

を
示
し
た
の
で
あ
っ
て
、
重
要
な
問
題
点
、
た
と
え
ば
「
社
会
主
義
の
も

と
マ
差
額
地
代
は
存
在
す
る
か
否
か
、
も
し
存
在
す
る
な
ら
差
額
地
代
は

ど
う
し
て
発
生
す
る
か
し
(
一
一
一
一
一
九
頁
)
と
い
う
問
題
や
、
「
い
か
な
る

一
九
五
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地
域
の
労
働
の
支
出
に
よ
っ
て
農
産
物
の
価
値
の
大
き
さ
は
規
定
さ
れ
る

か
」
(
向
上
)
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
「
意
見
の
一
致
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」
(
向
上
)
。
だ
が
他
方
「
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
性
格
を
も
た
な
い
個
々

の
問
題
!
|
|
た
と
え
ば
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
差
額
地
代
は
存
在
す
る
か
」
〈
向

上
〉
と
い
う
問
題
や
「
社
会
主
義
の
も
と
で
は
差
額
地
代
工
は
ど
の
よ
う

に
分
配
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
」
(
同
上
)
と
い
う
問
題
は
、
「
理
解
の

不
一
致
」
(
同
上
)
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
こ
れ
ら
の
諸
問
題
点
に
対
す
る
パ
シ
コ
フ
お
よ
び
ソ
ロ
コ

フ
の
結
語
i
l
l
こ
れ
は
両
教
授
が
こ
の
会
議
の
始
め
に
行
な
っ
た
報
告
に

対
す
る
そ
の
後
の
討
論
者
に
よ
る
彼
ら
へ
の
批
判
の
再
批
判
で
も
あ
る
が

l
lに
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
稿
で
両
教
授
の
冒
頭

の
報
告
を
や
や
詳
細
に
紹
介
し
て
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上

残
念
な
が
ら
両
教
授
の
結
論
は
割
愛
す
る
こ
と
と
し
、
最
後
に
こ
の
論
文

集
の
監
修
者
で
あ
る
ツ
ア
イ
一

l
ロ
ブ
教
授
の
、
討
論
の
要
約
と
み
ら
れ
る

序
言
の
要
旨
を
結
介
し
て
本
稿
を
終
る
こ
と
と
す
る
。

教
授
は
冒
頭
で
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
の
問
匙
が
実
践
的
に
い

か
に
重
要
で
あ
り
、
理
論
的
に
い
か
に
複
雑
で
あ
る
か
を
指
摘
し
た
の

ち
、
「
社
会
主
義
的
生
産
に
お
い
て
商
品
形
態
が
存
在
す
る
と
い
う
条
件

の
も
と
で
は
、
物
質
的
利
害
関
係
の
原
則
は
価
値
関
係
な
し
に
は
実
現
し

え
な
い
」
(
三
頁
)
「
農
業
生
産
物
の
価
値
の
構
成
分
子
と
価
値
の
大
き

さ
の
認
識
な
し
に
、
正
し
い
価
格
政
策
を
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
」
(
向
上
)
と
し
、
「
わ
れ
わ
れ
は
現
在
「
国
家
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
の

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)

ハ
1
)

聞
に
木
質
的
に
取
り
交
さ
れ
る
経
済
的
相
互
関
係
』
と
い
う
条
件
の
も
と

に
生
活
し
て
お
り
、
『
税
金
の
代
り
に
、
生
活
水
準
と
労
働
生
産
性
の
水

準
を
反
映
し
て
い
る
価
格
に
よ
る
生
産
物
の
自
由
な
販
売
と
購
買
が
現
わ

〔

の

白

)

れ
』
、
国
家
は
か
く
し
て
『
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
生
産
物
の
支
出
を
補
填
す
る

の
み
な
ら
ず
、
拡
大
再
生
産
の
た
め
に
十
分
な
蓄
積
を
所
有
す
る
よ
う
に

(
3
)
 

価
格
』
を
調
整
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で

は
、
農
業
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
と
構
成
要
素
の
研
究
お
よ
び
そ
の
二
つ

の
部
分
(
原
価
と
剰
余
生
産
物
)
の
研
究
は
最
大
の
実
践
的
意
義
宏
有
す

る
」
(
四
頁
)
と
述
ベ
、
生
産
物
の
原
価
計
算
と
農
企
業
(
コ
ル
ホ
ー
ズ

と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
)
の
純
一
所
得
の
問
題
お
よ
び
剰
余
生
産
物
の
価
値
構
成
の

問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
の
ち
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
文
献
は
毎
月
増
加
し

て
い
る
が
、
そ
の
研
究
態
度
に
は
意
見
の
不
一
致
ー
ー
と
は
い
え
原
価
の

個
々
の
要
素
、
原
価
の
大
き
さ
に
影
響
を
与
え
る
個
々
の
要
因
そ
解
明
す

る
必
要
は
経
済
学
者
の
何
人
か
ら
も
反
対
さ
れ
て
い
な
い

l
ー
が
あ
る
点

在
指
摘
し
、
「
原
価
の
個
々
の
要
素
と
原
価
を
規
定
す
る
諸
要
同
が
正
確

に
測
定
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
と
、
原
価
の
減
少
の
た
め
に
効
果
的
に
闘
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
全
く
同
一
の

生
原
物
の
原
倒
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
個
々
の
被
加
数
(
労
働
の
報
酬
、

償
却
加
算
金
、
原
料
及
び
補
助
材
料
の
価
値
、
雑
費
等
)
を
計
算
に
入
れ

る
こ
と
な
し
に
は
、
率
直
に
い
っ
て
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
個
々
の
被
加

数
(
と
く
に
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
労
働
の
報
酬
)
の
正
し
い
測
定
に
つ

い
て
は
、
文
献
で
大
き
な
論
争
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
構
成
要
素

分
析
の
原
則
そ
の
も
の
は
何
人
に
よ
っ
て
も
反
駁
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
」

九
七



『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

(
主
頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
つ
い
で
剰
余
生
産
物
の
価
値
構
成
の
問
題
に

ふ
れ
、
「
剰
余
生
産
物
の
仙
値
構
成
の
分
析
は
果
し
て
必
要
で
あ
ろ
う

か
。
と
の
と
口
一
で
は
わ
れ
わ
れ
は
原
価
に
閣
ず
る
問
題
で
の
よ
う
な
明
瞭
な

一
致
点
化
到
達
し
な
い
。
だ
が
剰
余
牛
一
産
物
の
侃
値
構
成
を
分
析
す
る
こ

と
の
必
要
も
ま
た
疑
念
を
惹
き
起
す
は
ず
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
:
:
:
剰

余
生
産
物
の
価
値
構
成
の
分
析
は
、
個
々
の
農
産
物
の
生
産
に
お
け
る
収

益
の
確
実
な
根
拠
あ
る
規
準
を
決
定
す
る
た
め
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
前
提

で
あ
る
」
(
同
上
)
と
し
て
、
剰
余
生
産
物
の
価
値
構
成
要
素
の
分
析
は
、
コ

ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
い
う
農
企
業
の
剰
余
生
産
物
が
い
か
な
る
要

因
(
主
体
的
、
容
体
的
)
の
影
響
の
も
と
に
構
成
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
左
明
ら
か
に
す
る
可
能
性
を
与
え
る
マ
も
の
で
あ
る
点
そ
述
べ
て
い
る
。

つ
い
で
一
農
業
刑
判
余
生
産
物
の
価
値
に
お
い
て
J

差
額
地
代
は
特
別
の

場
所
を
占
め
て
い
る
」
(
六
頁
)
と
し
て
差
額
地
代
の
問
題
に
移
り
、
以

下
の
如
く
述
べ
る
。

社
会
、
玉
義
農
業
の
剰
余
生
産
物
の
こ
の
特
殊
な
部
分
(
差
額
地
代
)
の

研
究
に
揮
中
け
ら
れ
た
文
献
は
か
な
り
少
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
量
的
に
あ

ま
り
豊
寓
で
な
い
文
献
が
、
社
会
全
義
に
お
け
る
地
代
理
論
お
よ
び
そ
の

特
殊
な
様
相
に
関
す
る
種
々
様
々
な
窓
見
、
観
点
、
見
解
そ
含
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
で
社
会
主
義
に
お
け
る
差
額
地
代
の
問
題

に
関
す
る
学
術
会
議
が
開
催
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
で
は
ど
の
よ
う
な

問
題
が
討
論
の
中
心
で
あ
っ
た
か
。
会
議
の
参
加
者
の
何
人
も
、
商
品
生

産
の
本
質
が
必
然
的
に
差
額
所
得
の
形
成
を
も
た
ら
す
と
い
う
点
、
す
な

わ
ち
相
異
な
る
条
件
で
生
産
さ
れ
、
ぞ
れ
故
相
異
な
る
労
働
の
支
山
を
体

九
八

現
し
て
い
る
同
一
の
生
産
物
が
、
同
一
の
価
格
を
も
っ
商
品
と
し
て
実
現

す
る
な
ら
ば
差
額
所
得
の
形
成
は
不
可
避
的
で
あ
り
、
必
然
的
で
あ
る
、

と
い
う
ぶ
に
は
疑
念
宮
抱
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
差
額
所
得
を
剰
余
農
産
物
の
特
別
の
部
分
と
し
、
ぎ
た
経
済
的

関
係
の
特
別
の
種
類
、
特
殊
の
経
済
的
範
臨
時
、
と
み
な
す
た
め
の
理
論
的

基
礎
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
資
本
制
的
農
業
の
場
合
に
は
、
マ
ル
ク

ス
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
農
業
の
特
殊
性
は
個
々
の
農
企

業
の
生
産
技
術
と
生
産
力
法
に
基
づ
く
生
産
性
の
一
時
的
差
異
の
ほ
か

に
、
そ
れ
と
は
別
に
相
異
な
お
農
度
と
位
置
を
有
す
る
土
地
の
利
用
に
基

づ
く
相
対
的
に
不
変
な
生
産
性
の
差
川
ん
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

だ
が
社
会
主
義
農
業
の
条
件
の
も
と
で
も
、
V
L

左
一
樹
地
代
の
物
質
的
基
礎
を

形
成
す
る
こ
の
特
殊
性
は
存
在
す
ち
で
あ
ろ
、

7
m。

会
議
の
若
干
の
参
加
者
は
こ
の
間
題
に
公
然
あ
る
い
は
非
公
然
に
否
定

的
解
答
を
与
え
た
。
あ
る
人
は
、
社
会
主
、
義
の
条
件
の
も
と
で
は
農
業
生

産
の
自
然
的
要
因
の
差
異
は
、
労
働
生
産
性
と
生
陀
物
の
価
値
と
に
い
く

ら
か
で
も
本
質
的
影
響
を
与
え
る
と
と
が
な
い
ほ
ど
微
々
た
る
も
の
で
あ

っ
て
、
生
定
物
の
価
値
は
全
く
経
営
の
水
準
に
依
存
す
る
要
問
に
よ
っ
て

の
み
規
定
さ
れ
る
、
と
主
張
し
、
と
れ
に
対
し
他
の
同
志
は
、
労
働
生
産

性
の
水
準
に
明
瞭
な
川
影
響
を
与
え
て
い
る
岡
山
の
種
々
の
地
帯
で
の
農
業

生
産
の
自
然
的
条
件
の
差
異
を
考
慮
し
た
地
帯
別
価
絡
が
実
際
に
広
汎
に

存
在
す
る
事
実
は
、
と
の
考
え
の
こ
じ
つ
け
で
あ
る
こ
と
、
根
拠
の
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
批
判
し
て
い
る
。

ま
た
農
業
生
産
の
同
然
的
要
因
の
差
異
の
経
済
的
重
要
性
止
を
否
定
す
る



別
の
解
釈
は
、
経
営
の
合
理
的
専
門
化
、
す
な
わ
ち
そ
の
土
地
の
最
大
の

生
産
性
を
保
障
す
る
農
作
物
の
生
産
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
の
土
地

そ
利
用
す
る
こ
と
は
、
諸
土
地
聞
の
自
然
的
差
異
宕
経
済
的
に
均
等
化
す

る
要
因
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
制
定
は
農
業
の
ム
口
町
的
配
分
と
専
門
化
の

た
め
に
完
全
な
自
由
を
創
造
す
る
が
故
に
、
社
会
主
義
の
も
と
で
は
自
然

的
豊
度
の
差
異
に
基
づ
く
不
変
的
、
回
定
的
な
差
額
所
得
に
と
っ
て
の
基

礎
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
見
解
に
立
ハ
て
い
る
。

し
か
し
右
の
考
え
に
対
し
て
は
、
合
理
的
専
門
化
は
種
々
の
土
地
種
類

で
の
経
営
の
所
得
額
に
対
す
る
劣
等
な
口
然
的
要
凶
の
石
定
的
影
響
を
本

質
的
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
治
、
し
か
し
、
農
広
仰
の
主
要
種
類

の
大
部
分
が
、
同
等
の
支
出
で
相
異
な
る
生
産
物
と
相
異
な
る
所
得
を
生

ず
る
諸
土
地
で
生
産
さ
れ
る
と
い
う
事
実
を
な
く
す
)
」
と
は
で
き
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
「
差
額
地
代

の
一
分
析
と
そ
の
大
き
さ
の
決
定
は
、
各
個
別
的
種
類
の
農
」
広
物
価
値
の
構

成
要
素
を
研
究
す
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
刊
論
的
に
可
能
で
あ
る
。
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
農
産
物
に
地
帯
別
価
格
が
存
在
す
る
と
い
℃
つ
事
実
そ
の
も
の

は
、
各
個
別
的
種
類
の
農
産
物
の
生
産
に
関
与
す
る
庁
然
的
要
因
の
根
深

い
差
異
が
わ
が
国
に
も
存
在
す
る
こ
と
そ
示
し
て
い
る
」
(
八
頁
〉
の
で

〈

4
)

あ
る
、
と
ツ
ア
ゴ

1
ロ
フ
教
授
は
結
論
す
る
。

つ
い
で
教
授
は
社
会
主
義
に
お
け
る
農
産
物
の
社
会
的
価
値
は
何
に
よ

っ
て
き
ま
る
か
、
と
い
う
点
を
と
り
あ
げ
、
問
題
を
受
理
要
約
し
な
が
ら

次
の
よ
う
に
述
へ
る
。

「
あ
る
人
は
、
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
に
よ
る
村
会
的
価
値

「
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)

の
調
整
は
資
本
主
義
に
の
み
固
有
の
特
質
で
あ
り
、
価
値
法
則
は
わ
が
国

の
経
済
を
支
配
せ
ず
、
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
意
識
的
に
利
用
さ
れ
る
が
故

に
、
社
会
主
義
経
済
は
か
か
る
ん
口
法
則
性
を
内
包
し
な
い
、
と
主
張
し
た
。

こ
の
観
点
の
反
対
者
は
、
わ
が
関
経
済
の
計
画
性
を
引
用
す
る
こ
と
は

と
の
場
合
問
題
に
関
係
し
な
い
、
と
い
う
点
を
指
摘
し
た
。
問
題
は
わ
が

国
経
済
に
お
い
て
相
対
的
に
劣
等
な
土
地
で
営
ま
れ
る
経
営
に
誕
生
産
の

机
準
的
条
件
が
確
保
さ
れ
る
客
観
的
必
然
性
が
存
在
す
る
か
、
と
い
う
点

に
あ
る
。
も
し
こ
の
問
題
に
積
極
的
解
答
左
与
え
る
な
ら
ば
、

γ

」
の
こ
と

は
、
中
等
お
よ
び
優
等
の
豊
度
を
も
っ
土
地
は
多
か
れ
ι
少
な
か
れ
固
定
的

差
額
所
得
|
|
差
額
地
代
を
必
然
的
に
生
ず
る
、
と
い
う
こ
と
な
意
味
す

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
と
の
こ
と
は
ま
た
、
全
一
農
業
生
産
物
の
社
会
的
価

値
は
そ
の
個
々
の
部
門
の
個
別
的
伺
値
の
総
討
を
超
え
る
、
と
い
う
こ
と

を
、
す
な
わ
ち
マ
ル
グ
ス
が
虚
偽
の
社
会
的
価
値
と
名
つ
け
た
経
済
的
現

象
の
存
在
を
意
味
す
る
。

価
値
法
則
の
意
識
的
利
用
と
い
う
明
白
な
事
実
は
価
償
法
則
の
木
質
を

変
え
な
い
。
任
意
の
経
済
法
則
の
意
説
的
利
用
は
そ
の
作
用
の
社
会
的
結

果
な
亥
え
う
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
こ
の
法
射
を
廃
止
し
え
な
い
。
価
値

法
則
の
本
質
は
、
商
品
は
そ
の
生
産
に
支
出
さ
れ
た
タ
働
の
社
会
的
に
一

定
の
大
き
さ
と
し
て
相
互
に
関
係
せ
し
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
価
格
政
策
は
交
換
の
比
率
を
変
え
う
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
価
値
法

則
に
含
ま
れ
て
い
る
特
質
を
廃
止
す
る
こ
と
は
セ
き
な
い
。
も
し
交
換
の

比
率
が
そ
の
商
品
に
と
っ
て
不
都
合
に
構
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
他
の
商
品

の
生
産
に
移
行
す
る
傾
向
が
現
わ
れ
る
。

一
九
九



守
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
池
代
』
(
統
・
完
)

。。

も
し
商
品
の
不
足
が
農
業
経

J

併
に
と
っ
て
通
例
で
は
な
い
と
い
う
前
提

に
立
脚
す
る
な
ら
ば
、
農
業
生
辰
物
の
価
格
は
、
平
均
的
技
術
を
も
ち
、

標
準
的
農
業
技
術
そ
採
用
し
て
い
る
が
、
し
か
し
長
劣
等
な
土
地
で
経
営

し
て
い
る
企
業
の
支
出
に
よ
っ
て
定
め
ち
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
必
然
的

に
見
な
さ
れ
る
「
よ
う
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
他
の
す
ベ
て
の
地
域
で
行
た
わ
れ
る
経
営
は
差
額
地
代
そ

生
ず
る
に
違
い
な
い
。
差
額
地
代
は
最
劣
等
地
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値

と
、
他
の
す
べ
て
の
地
域
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
と
の
間
の
差
額
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

社
会
主
義
経
済
は
農
業
生
産
物
の
価
柊
に
及
ぼ
す
最
劣
等
地
の
罰
則
整
的

作
用
を
残
ら
ず
一
段
叱
ナ
る
か
の
如
く
解
釈
す
る
説
の
掩
護
者
の
幾
人
か

は
、
「
組
合
L

の
条
件
の
も
と
で
の
虚
偽
の
社
会
的
価
値
の
消
滅
ピ
関
す

る
マ
ル
グ
ス
の
広
く
知
ら
れ
た
諭
著
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
)
で
の
雪
一
一
一
口
を
引

用
し
た
。
こ
の
『
論
拠
』
に
関
し
て
、
組
合
に
つ
い
て
は
マ
ル
グ
ス
は
、

生
産
物
が
商
品
の
形
態
を
と
ら
な
い
社
会
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
当
然
差
額

地
代
も
存
在
し
な
い
社
会
を
考
え
に
置
い
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
注
意

さ
れ
る
。

社
会
主
義
経
済
は
、
民
業
生
産
物
の
社
会
的
価
値
の
大
き
さ
と
何
格
の

高
さ
に
及
ぼ
す
長
劣
等
地
の
生
産
条
件
の
調
整
的
作
用
を
全
く
廃
止
す

る
、
と
主
張
す
る
経
済
学
者
は
、
こ
の
解
釈
の
支
柱
を
わ
が
国
に
地
帯
別

由
民
付
価
格
が
存
在
す
る
事
実
に
求
め
る
。

国
家
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
地
帯
別
価
格
は
、
も
ち
ろ
ん
社
会
主
義
的

計
画
経
済
の
条
件
に
お
い
て
の
み
可
能
な
特
殊
な
現
象
で
あ
る
。
し
か
し

地
帯
別
価
格
の
存
在
は
農
業
に
お
け
る
価
値
法
則
の
廃
止
を
意
味
す
る
で

あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
そ
う
で
は
な
い
。
個
々
の
地
帯
で
買
付
価
格
が
異

な
る
制
度
は
、
社
会
主
義
国
家
が
価
値
法
則
に
及
ぼ
す
意
識
的
作
用
形
態

の
一
つ
で
あ
る
。
:
:
:
地
帯
に
よ
っ
て
買
付
佃
絡
が
異
な
る
と
い
う
条
件

に
お
い
て
、
わ
が
国
価
怜
政
策
は
、
農
業
生
産
物
の
社
会
的
需
要
を
満
足

さ
せ
る
た
め
に
、
相
対
的
に
優
等
な
土
地
と
な
ら
ん
で
桶
対
的
に
劣
等
な

土
地
が
参
加
す
る
と
い
う
事
実
を
全
く
無
視
し
う
る
、
と
考
え
る
根
拠
は

存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
結
論
に
と
っ
て
の
根
拠
は
存
在
し

な
い
。
問
題
は
全
国
に
と
っ
て
の
単
↓
の
価
格
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の

地
帯
に
と
っ
て
の
単
一
の
価
格
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
、
相
対
的
に
劣
等
な
土
地
で
経
営
し
て
い
る
経

営
の
生
産
費
在
補
捜
せ
ず
、
標
準
的
蓄
偵
を
生
ぜ
し
め
な
い
価
格
は
、
必

然
的
に
そ
の
生
産
物
の
生
産
を
縮
少
す
る
傾
向
を
作
り
出
し
、
社
会
の
需

要
を
充
た
す
た
め
の
標
準
的
条
件
そ
侵
害
す
る
傾
向
を
作
り
出
す
と
い
う

単
純
な
事
態
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
(
九
!
十
‘
頁
)
。

つ
い
で
会
議
で
は
品
市
別
価
格
の
性
格
と
童
話
に
関
す
る
い
く
つ
か
の

本
質
的
考
察
が
述
べ
ら
れ
た
と
し
て
、
地
帯
別
価
絡
の
制
度
は
虚
偽
の
社

会
的
価
億
の
著
し
い
減
少
の
原
因
で
あ
る
と
い
ラ
点
に
ふ
れ
、
「
社
会
主

義
国
家
は
農
業
生
産
物
の
主
要
な
購
買
者
と
し
て
現
わ
れ
る
。
地
帯
に
よ

っ
て
価
格
を
差
別
し
な
が
ら
、
そ
の
白
然
的
条
件
が
よ
り
す
向
い
生
産
性
を

保
障
し
、
し
た
が
っ
て
よ
り
低
い
側
別
的
価
値
を
保
障
す
る
地
域
の
よ
り

ね
い
水
準
で
価
格
を
定
め
な
が
ら
、
国
家
は
何
ら
か
の
方
法
で
虚
偽
の
社

会
的
価
値
の
様
め
て
大
き
い
部
分
を
収
取
す
る
で
あ
ろ
う
」
〈
十
一
頁
)



と
叫
池
山
へ
、
若
干
の
討
論
者
に
よ
り
主
張
き
れ
た
「
地
帯
別
価
格
は
特
殊
の

地
帯
別
社
会
的
価
値
の
表
現
で
あ
り
、
農
産
物
の
全
面
的
に
単
一
の
社
会

的
価
怖
は
わ
が
国
に
は
存
十
忙
し
な
い
」
(
同
上
v

と
い
う
見
解
が
誤
り
で

あ
る
点
に
ふ
れ
、
地
帯
別
価
格
と
社
会
的
価
値
と
の
聞
の
相
互
渇
係
に
つ

い
て
は
、
こ
の
問
題
は
実
践
的
に
も
理
論
的
に
も
も
ち
ろ
ん
重
要
な
意
義

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
種
々
の
地
帯
に
お
け
る
地
帯
別
価
格
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
る
機
能
そ
の
も
の
が
相
異
な
る
が
放
に
と
の
問
題
は
複
雑
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
、
農
業
生
産
の
相
対
的
に
好
都
合
な
白
然
的
条
件
を
有

す
る
地
帯
に
お
け
る
地
帯
別
刷
格
は
、
差
額
地
代
収
用
の
機
構
と
し
て
、

虚
偽
の
社
会
的
価
値
縮
少
の
機
構
と
し
て
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
相
対
的

に
劣
等
な
自
然
的
条
件
を
も
っ
地
帯
に
お
け
る
高
い
地
帯
別
価
格
は
、
都

合
の
上
い
注
産
条
件
を
も
っ
地
帯
が
あ
る
種
の
農
業
生
産
物
(
た
と
え
ば

穀
物
)
に
対
す
る
社
会
的
需
要
を
十
分
に
満
た
す
と
い
う
課
題
を
遂
行
す

る
と
と
が
可
能
に
な
る
時
期
ま
で
、
そ
の
農
業
生
産
物
の
望
ま
し
い
生
産

量
点
付
維
持
す
る
一
附
的
要
因
と
し
て
作
用
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
作
呈
で
動

き
る
で
あ
ろ
う
。
「
地
帯
別
価
格
の
経
済
的
木
質
並
び
に
そ
の
社
会
的
価

値
と
の
関
係
の
詳
細
な
研
究
は
、
農
産
物
価
和
政
策
の
観
点
か
ら
古
川
町
討
な

意
義
を
有
す
る
」
(
十
二
頁
〉
と
の
べ
て
い
る
。

つ
い
で
教
授
は
「
ど
の
よ
う
な
価
格
が
!
|
買
付
価
格
か
小
売
価
格
か

1
1農
業
生
産
物
の
価
値
の
表
現
で
あ
ろ
か
」
〈
向
上
)
と
い
う
問
題
に

移
り
、
「
こ
の
問
題
は
差
額
地
代
の
大
き
さ
の
決
定
と
直
接
に
結
び
つ
い

て
い
る
が
故
に
章
要
な
問
顕
で
あ
る
」
(
向
上
)
と
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ろ
。

『
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
続
・
完
)

「
あ
る
経
済
停
者
は
社
会
的
価
値
は
国
家
買
付
価
格
に
表
現
守
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
他
の
経
済
学
者
は
差
額
地
代
は
真
の
大
き
さ
の
表
現
に
あ
た

っ
て
、
国
員
什
価
格
に
で
は
な
く
、
農
業
生
産
物
、
が
最
後
の
賢
手
の
手
に
入

る
小
交
価
格
に
基
づ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い
る
。

い
か
な
る
価
格
1
1
1頁
付
価
格
か
小
売
価
格
か
|
1
j
が
社
会
的
価
値
に

適
応
し
た
表
現
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
ど
の
地
域
の
個
別
的
価
値
が

農
業
生
注
物
の
市
場
価
値
を
調
整
す
る
か
と
い
う
問
題
と
混
同
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
全
然
和
国
共
な
る
二
つ
の
問

題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
内
容
を
有
す
る
。

上
述
し
た
問
題
の
中
の
後
者
は
差
額
地
代
形
成
の
治
則
そ
の
も
の
と
関

係
し
、
前
者
は
た
だ
差
額
地
代
の
大
き
さ
の
決
定
に
つ
い
て
の
み
関
係
を

も
っ
。
も
し
買
付
価
格
を
基
礎
に
す
る
な
ら
ば
、
小
売
価
格
は
貸
付
価
格

を
超
え
る
か
ら
、
小
売
価
格
に
基
づ
い
た
場
合
よ
り
も
、
必
ら
ず
よ
り
小

さ
い
差
積
地
代
の
総
計
含
得
る
で
あ
ろ
、
コ
」
(
十
二

l
三頁)。

し
か
し
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
伎
の
見
解
に
こ
れ
以
上
立
入
る
こ
と
な

く
、
次
に
「
純
所
得
と
差
額
地
代
」
の
問
題
に
移
ろ
う
。
彼
は
ま
ず
「
あ

る
二
、
一
ニ
の
人
は
、
差
額
地
代
の
計
算
方
法
と
純
一
昨
符
の
全
体
の
量
か
ら
整

額
地
代
を
切
り
離
す
+
刀
法
し
し
の
探
求
は
、
か
か
る
分
離
は
理
論
的
、
実
践

的
意
義
を
有
し
な
い
が
故
に
、
意
義
を
も
た
な
い
、
と
主
張
し
た
が
、
か

か
る
種
類
の
主
張
は
現
実
の
要
求
か
ら
発
し
た
経
済
学
の
立
遅
れ
を
克
根

す
る
こ
と
を
決
し
て
促
進
す
る
も
の
で
は
な
い
」
〈
十
四
一
貝
〉
と
述
べ
、
つ

い
で
差
額
地
代

E
と
差
額
地
代

I
の
分
配
の
問
題
に
移
り
、
以
下
の
如
く

述
べ
て
い
る
。
「
差
額
地
代

E
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
創
り
出
さ
れ
た
終

。



「
社
会
主
義
農
業
に
お
け
る
地
代
』
(
統
・
完
)

営
の
手
に
全
部
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
全
く

疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
基
本
的
に
以
下
の
如
く
論
証
せ
ら
れ
る
。
差

額
地
代

E
は
汚
働
と
生
産
手
段
の
追
加
的
投
資
の
基
礎
上
に
生
ず
る
。
こ

の
よ
う
な
投
資
を
奨
励
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
追
加
的
効
果
は
そ
れ
が

生
産
さ
れ
た
経
営
に
残
す
べ
き
で
あ
る
。

差
額
地
代

I
に
関
し
て
は
、
討
論
の
参
加
者
の
大
多
数
は
、
差
額
地
代

ー
は
経
営
の
特
別
の
方
法
と
は
関
係
な
し
に
生
ず
る
か
ら
、
国
家
の
手
ピ

入
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
従
つ
だ
。

差
額
地
代
全
部
を
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
た
や
話
に
残
す
た
め
に
提
起
さ

れ
た
論
拠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
二
冗
の
同
一
ハ
休
的
歴
史
的
条
件
に
お
い
て
は
、

か
か
る
地
代
利
用
の
形
態
は
売
全
に
正
当
化
さ
れ
う
る
、
と
い
う
こ
と
を

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
問
題
の
真
の
理
論
的
内
容
は
こ
れ
の
み
で
は
な
い
。
そ
れ
は
同

家
に
よ
る
地
代
の
収
用
を
原
則
的
に
許
存
す
る
か
し
な
い
か
、
と
い
う
問

題
に
帰
す
る
。
国
家
に
よ
る
地
代
の
収
用
は
差
額
地
代
の
二
つ
の
形
態
の

本
質
と
矛
盾
し
な
い
、
と
ニ
一
一
同
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
差
額
地
代

E
に
関
し
て
き

え
も
、
そ
の
収
用
は
生
産
手
段
と
目
的
の
追
加
的
投
資
へ
の
刺
戟
を
な
ぐ

す
で
あ
ろ
う
と
は
主
張
で
き
な
い
。
い
え
領
地
代

E
往
生
ず
る
経
営
は
、
十

べ
て
の
地
代
を
国
家
に
収
用
さ
れ
る
場
合
、
治
一
加
的
投
資
の
新
し
い
所
得

を
残
ら
ず
失
な
う
も
の
で
は
な
い
。
地
代
は
常
に
剰
余
所
得
で
あ
る
。
追

加
的
投
資
の
詳
述
の
所
得
は
そ
れ
を
創
っ
た
経
営
の
財
産
で
あ
る
。
し
か

し
差
額
地
代

E
(全
部
ま
た
は
一
部
)
を
残
す
こ
と
は
、
労
働
生
産
性
と

土
地
生
産
力
向
上
の
追
加
的
刺
戟
と
し
て
大
き
な
積
駆
的
意
義
を
有
す
る

。

に
違
い
な
い
、
と
容
易
に
理
解
し
う
る
。

ま
た
差
額
地
代

I
の
収
用
の
可
能
性
は
よ
り
明
瞭
で
あ
る
。
個
々
の
企

業
の
フ
ォ
ン
ド
か
ら
地
代
を
収
用
す
る
こ
と
は
、
そ
し
て
そ
れ
を
社
会
的

剰
余
生
産
物
の
全
体
の
フ
ォ
ン
ド
に
引
き
入
れ
る
こ
と
は
、
社
会
主
義
的

経
済
法
則
に
原
則
的
に
一
致
し
て
い
る
。
労
働
に
よ
る
分
配
の
法
則
は
か

か
る
法
則
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
実
現
は
川
町
準
的
社
会
主
義
的
拡
大
再
生

産
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
前
提
と
し
て
現
わ
れ
る
L

(

十
五
i
六
頁
)
。
し
か

し
地
代
収
用
の
「
必
然
性
と
合
目
的
性
は
珂
論
で
の
み
論
正
し
え
な
い
」

(
十
木
頁
〉
。
そ
れ
は
そ
の
各
々
の
陪
史
的
時
期
に
お
け
る
同
家
の
当
面

せ
る
課
題
の
総
和
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
経
済
学
者
の
任
務
は
乙
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
社
会
主
義
的
農
業
生
区
れ
済
を
全
面
的
に
研
究
し
、
か
く

し
て
地
代
理
論
か
ら
共
産
主
義
建
設
の
尖
伐
へ
の
手
が
か
り
を
創
造
的
に

伸
炭
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

次
に
教
授
は
「
社
会
主
義
的
土
地
悶
有
化
の
条
件
の
も
と
で
の
地
代

は
土
地
所
有
の
経
済
的
実
現
で
あ
ゐ
か
」
(
十
六
頁
)
と
い
う
問
題
を
取

り
上
げ
る
。
す
な
わ
ち
「
社
会
主
誌
河
交
は
無
償
で
土
地
点
釘
利
用
さ
せ
る

か
ら
、
国
家
に
よ
っ
て
収
用
さ
れ
る
地
代
在
土
地
片
有
の
経
済
的
実
現
と

み
な
す
こ
と
は
で
き
ぬ
」
(
向
上
〉
と
い
う
見
解
に
反
刈
し
℃
、
「
土
地

点
化
社
会
主
義
国
家
の
所
有
に
移
す
」
と
は
土
地
に
関
す
る
経
治
的
関
係
の

解
消
を
意
味
し
な
い
。
生
産
力
発
民
の
降
得
物
た
る
こ
と
を
や
め
て
も
、

国
家
の
手
に
あ
る
土
地
所
有
は
経
済
的
横
粁
た
る
こ
と
を
や
め
な
い
」

(
同
上
)
と
し
て
、
「
凶
家
と
差
額
地
代
を
生
ず
る
土
地
の
用
益
権
者
と

の
問
の
関
係
は
、
経
済
的
関
係
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
通
し
て
土
地
所
有



の
経
済
的
災
現
の
一
定
の
性
絡
が
現
わ
れ
一
心
」
(
十
七
頁
)
左
述
べ
ら
。

最
後
に
教
授
は
国
家
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
及
び
国
家
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
の
関

係
の
間
芯
に
う
つ
り
、
「
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
国
営
企
業
で
あ
る
。
そ
れ
故
国

家
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
の
問
の
地
代
関
係
の
木
質
は
、
差
額
所
得
に
関
し
て

社
会
的
内
休
日
上
、
国
家
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
の
聞
の
関
係
と
全
く
同
一
で
は

あ
り
え
な
い
。
し
か
し
国
家
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
の
問
の
地
代
関
係
を
単
純

に
否
定
す
る
こ
と
は
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
再
生
産
過
程
な
実
現
す
る

形
態
に
お
け
る
ソ
フ
ホ
ー
ズ
川
必
の
商
品
的
性
絡
の
過
小
評
価
、
山
立
採

官
界
制
的
関
係
の
経
済
的
実
体
の
軽
視
と
い
う
結
果
を
、
論
理
的
に
も
た
ら

す
に
述
い
な
い
。
こ
の
関
係
が
商
品
形
態
を
と
る
原
同
お
よ
び
独
立
採
算

制
の
木
賞
は
、
実
際
に
と
の
討
論
の
対
象
と
し
て
玩
わ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
地
代
関
係
の
木
質
に
関
す
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
商
品
関

係
の
体
系
及
び
独
立
採
管
制
的
問
係
の
体
系
は
、
い
か
な
る
経
済
的
内
容

を
も
含
ま
な
い
と
こ
ろ
の
純
粋
に
外
面
的
な
形
、
簿
記
的
計
算
の
形
態
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
と
と
は
で
き
な
い
。

結
局
、
個
々
の
社
会
主
義
企
業
の
利
益
と
全
体
と
し
て
の
社
会
主
誌
国

家
の
利
益
と
の
岡
山
に
は
矛
盾
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
か
ら
、

ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
終
済
的
再
生
産
過
料
松
町
長
一
現
す
る
具
体
的
紅
済
的

形
態
は
、
個
々
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
全
体
と
し
て
の
国
家
と
の
問
に
矛
盾
が

発
生
す
る
イ
能
性
佐
内
包
し
な
い
、
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
国
家
に
よ
っ

て
絶
え
ず
柄
、
川
下
さ
れ
て
い
ら
独
立
採
算
制
ぞ
れ
自
体
の
形
態
の
改
古
の
仕

事
は
、
こ
の
矛
盾
を
表
現
し
て
い
る
。
独
立
採
算
制
の
改
善
は
、
独
立
探

算
制
に
よ
る
基
本
的
機
能
の
遂
行

1
|経
済
政
策
の
実
現
、
社
会
的
労
働

『
社
会
、
玉
義
農
業
に
九
州
け
る
地
代
』
(
総
・
完
)

生
産
性
の
向
上
、
支
出
の
減
少

l
l
hむ
不
ぽ
姥
た
ら
し
め
る
矛
盾
の
解
消

に
で
は
な
く
し
て
、
た
だ
矛
盾
の
緩
和
に
方
向
を
与
え
る
に
す
ぎ
な
い
。

国
家
と

γ
フ
ホ
l
ズ
と
の
関
係
が
商
品
形
態
を
と
る
こ
と
と
、
独
立
採

算
制
は
、
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
い
て
土
地
の
張
度
の
差
異
に
基
づ
く
差
額
所

得
を
生
み
出
し
、
こ
の
所
得
は
悶
家
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
の
問
の
経
済
酌
関

係
の
対
象
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
会
議
で
は
、
こ
の
点
の
経
済
的

太
質
並
び
に
同
一
ぶ
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
の
間
の
地
代
同
係
と
の
差
異
に
つ
い

て
の
も
っ
と
も
木
立
に
近
づ
い
た
刻
定
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
理

論
的
問
題
は
特
別
の
分
析
に
値
い
す
る
し
(
十
七
|
八
頁
〉
と
述
べ
、
彼
の

会
議
の
討
論
に
対
す
る
総
括
を
結
ん
で
い
る
。
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ァ
、
最
近
五
年
間
の
農
業
発
展
の
結
果
並
び
に
農

産
物
生
産
を
よ
り
一
一
層
拡
大
す
る
た
め
の
課
題
、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会

総
会
、
一
九
五
八
年
十
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十
五
|
十
九
日
、
速
記
録
、
国
立
政
治
図
書
出

版
所
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一
九
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八
年
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